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女性解放思想史上におけるメアリ• ウルストンクラ一フト

ロン. ドンのトラフアルガー • スクェアに近い国立肖像画美術館の厂室には , シヱリ， ヮ’一 

ズワス , パイロン， コウルリツジ， スコマト , ラ‘ム 肖 像 と 並 ん で ， メアリ•ウルストンク 

ラーフトと，その夫ウイリアム • ゴドウイン，娘 メ ア リ . シェリの肖像が掲げてある。 ウル I
ストンクラーフトを描、、たものは， ジョン • オ ヴ ピ イ (John O p i e ) の手になるもので，その

理性的な美しさ，強い意志を秘めたまなざしは，見るものをとらえT 放さない。ずこに描か

れたウルストンクラ，フトは， ただ美しいだけではなく， 温い心と， また何よりも， 優れ

た知性と革新的な情熱の所有者であって，彼女こキ，近代アナキズムの祖ウィリアム• ゴ ド :
ゥィンの妻であり，そしてみずがらは，近代女性解放思想.を初めて体系的に樹立したのであ

. る。 ： . . - . .
*> . .  •- .

I 女性解放とは何かi
；• ' , ‘ ■ .

それでは女性の解放とは何か？ 当然のことながら，それは人間一般の解放の中に含まれ,封建 

社会の中から近代的な個人が解放される過程の中で,女性の解放も向時に考えられるべ含であつ た。 

だがブル f ョア的な解放がただちに女性の解放を約東するはずはなく，それが意識的に取り上げら 

るた’めには，そしてそれが社会運動として実践され成果を挙げるためには，さらに多くの歳月を 

必要としたのである。女性を劣等視，不浄視するような宗教的，社会的な偏見は今日でも根強く残 

’‘っているし, 男女の肉体的，精神的差別が強調され， “女性は家庭に帰れ，，式の逆行現象は， 今日 

むしろ広がっている場合すらあるのである。 *
そこで，女性の解放とは，とりあえず女性が男性と等しく辟代的個人としての諸権利を獲得する 

ことだ，と定義しておこう。その権利としては，次q ようなものが考えられる。

1 * 法律上の権利… .市民権の獲得，法の前の男女平等，特に参政権の獲得。

2 . 経済上の権利•… “ 労働権。職業における男女差別の撤廃，同一労働同一賃金原則の獲得，専門 

技術職への進出, 女性の経済的独立。

3 . 教育 • 文化上の権利… …女子教育の改善，上級学校進学，男女共学などによる能力の開発。文

化の享受のみならず文化の創造に参加。 • :
注（1 ) 中iU:ョ•一 口ッパにおける女性観を庄倒的に变配したものは，いうまでもなくキリスト教短想であって，「旧約 

聖書』創世記によれば，•祌はァダムのあばら骨の一本か令女をつくり，女はへびの誘惑に負けたために，産み 

の苦しみを塯し，夫を翦い夫に治められることとなる。见女はその起源からして平等性を杏定されているので 

ある。また「新約聖書」においても，“與子は婦人に触れないがよい。しかし不品行に陥ることのないために，

劣子はそれぞれ|丨丨分の商を持ち，, 婦人もそれぞれK丨分の夫を持クがよい。，，“私のように，ひとりでおれば，そ 

. れが一番よい。しかし，もし自丨制することができないなら，結婚するがよい，措の燃えるよりは，結婚する方 

が，よいからである。” （コリント人への第一の手紙， 7 章）というよ，に，結婚はやむをえざる必迪悪であ 

り，また一般に離婚するごとはできず，神につかえるものは独身を強制され, 十成においては,“汝茲淫するな

かれ’，と, 明女のIU山恋愛などは全而的に西宛されている4
• • • ■ . ,  . . .

~ ~ ~ * 23 ( 6 8 5 ) —一“
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4 , 丨れ丨』な結婚 • 離_ の権利 . . ‘…自由愈愛，結婚め世俗化，宗i f や家族制度による枸朿からの解放 

、 こうした諸権利の獲得がただ.ちに真の解放を意味するか否かは今白問われるととろで，近代的個 

人としての成熟が同丨射こ人間挫の疎外を生み出すことを思わなけれぼならない。 しかし，女性にと 

づては，今日でも諸権利の獲得は十分でないこと,階級対立にもとづく資本主義は絶えず女性の権 

利を奪う傾向があることを考えれば，ごうした諸-権刹め耍求は丄定の意味を持つ。こうした諸権利 

の费农は, まず象族制度に衝突し，政治制度にぶっかり，っいで財逵制度め壁にっき当って，必然 

的に体制衮革にまで進むのであるン '
' ，：.； ’ . . . ： ッ. . .■

ウルストンクラーフト以前め女性解放思想

. . . . . . . . .  . . . . . . . . . . . 1 . .パ '. ■ . ■ . . .  • ■ .
a•ルネサンスと宗教改革

ルネサンスと宗教改举は近代精神の2 大源泉であるので，その中には，人間解放の一部分として女 

性解放の芬が見られる。まず I3 世紀のイタリアに始まるルネサンスを担った人びとは，人間中心，

出由，才能，美を讃え，神め美を人間の美しさに置き換えた。 ボッディチヱリ（Sandro Botticelli) 
の "ヴイーナス誕生” に見られるような女性の美の讚美は，マリア崇拝や貴婦人へめあごがれしか 

知らなかった中世の女性観に対して，全べ新しい女性像を提示する•もめであった。人間を解放し，

人問としての美しさ+ 才能を讚え，自出な人格を評伽}する傾向は，女性においても明らかになった 

のである。 しかしながら，ルネサンスが一部の上流特権商人や進歩的貴族め連動であったととの反 

.队として，辑美の対象となる女性は，特殊な才能や美貌や余暇をもっュリードたちであって，.彼女 

らが人間どして解放される裏には, 非人間的な女奴隸め壳買が実在していた。

一方宗教改革においては，ルッタ 一 (Martin L u th e r )は結婚の自凼を擁護し， 聖職者も結婚の可 

能性を得るに室って, 中世以来の結婚観は大きく変化した。 しかしながら，宗教改革が主として農 

尻や独立—f ■工業者たちをその担い手とず名運動であっ矣ことの反映として,，ここでは逆にルネサン 

ス的な女性の丨自_ や类や才能は軽視され，家父長制家族が理想化され，女性は家_ の担当者以上の

地fv;を得るこセができなかった。象庭の中における良妻賢母型の健康でよく働く実用的な“最高の
—  —  ̂   ：—— ；   , ；

注（2 ) .近代に至るま.で結婚は深い岽教的意味を持っているものとされ，.たとえばキリスト教においては， 1 組の男 

女がキリストを中心とした共同生活によっズ祌と人とに仕えるものと考えられている。扔女の結合は祌に…来 

j るため，祌の合わせた.ものを，人は離してはならない’ （マタイ伝19章.6)。.カトリック教会においてはト 

リェント総会讁(1545—6 3 )以来離婚は認められない。プロテスタント倫理におv、ては，離婚禁止の如制によ 
る結婚の形骸化が反省され，例外的なものとして離婚が認められる。

< 3〉 たと克ばタンテは窗裕なフアルa め娘ベアトリ.一チ丈を理想化し > ぺト:ラルカは獎女ラウラに出■会って詩染 

「力ンツォニェ…レj で恋情を歌い, 力ツチaはマリアとの恋が心を離れずその作品にはフイアメッタがび 

坳する。ミケランジエp やラフプエロは市说社会の中から女浊の美を见いだした（中川一明「抑洋史上に於け 

る；̂性」，- .歴史教背研究会篇•「女性史研究j 1937年.所収参照）。またrデ力.メロン」. は，迦嗷洛.の禁欲出義のは 
たんとその偽善;をあばき•■他め丨?丨丨丨丨への逝を間いている。へ
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. 女M-:解放思想史上におけるメアリ* ゥルX トンクラ一フル

召使’’ :というプロテスタント的理想像その後長く一般に承認ざれ,女性解放思想はこの堅凼な 

家父長制度を旁き破るの( c長い年月を耍したのである。 -
フ 士 ヌ.ロン .‘

ウルスドンクラーフト以前における女性観を代表するものとして, 先ずフ尤ヌロン • (Fran?6is de 
Salign&o de la N othe^nelbn, 1651-1716)の 「女子教育論」 (Thmte de VedmaHon des j iU e s , im  年執筆，

1 6 8 7年刊) を見よう、 ブ本ヌロ 'ノは口世紀古典文学の大家であると共に，；力ンブレしの大司教で.
ブロテスタントから改宗した女性の教育を担当ずる“新カトリック，，という団体の長であった時に 

この書を書いた。これは家庭における女子教育の手引きとて尊重され，ルソ一の rェミール」と 

並んで, ‘‘フランスめアンシヤン• レジーA 下の, 女 子 教 育 思 滷 の ご 大 で あ っ て ，. ロ ラ ン ，

ランベール夫人，アベ . ドゥ• サン - ピゴール，マン卜ノン夫人などに大きな影響を与えたのであ
* .、 •

) 。 ■.... . . . ト. ' . ' . . ..ハ. ‘ ' . . . ' . ' ' - . . . … こ.':..， ：• , ''，し::''.:.:,:.
フェヌロンか対象としたのは， フラv .スの貴族や大プルジョアジーの子女であって, 彼女らは,

厳格，偏狭，形式的な修道院か，または家庭におぃて無責任な養育掛にしっけられ^ 本格的な教育 ’
を欠いていた。そこでフ工ヌロンは，女子教育が無視され慣習と母親の気まぐれに支配されていた 

ことを強く批判し,社会は家庭の集合体であり , 家庭の中心は女性であるから，女性は，強く， 正 

しぃ判断力を持ち，勤勉で，宗教心に満ちてぃなければならず, . 女性に対する誤った教育は，愚か 

な母親，不品行な女性をっくることによって，男性における以上の大きな悪を生む, と主張する。

彼の女性教育原理は，画一的な規則や罰によって子供を抑圧することなぐ, 自然に親しませ，设 

ぃ模範, キリスト教の物語などによって子供の自然性を助長することである。：そして，無気力，臆 , 

病，嫉妬' おしゃべり，策略, 虚栄心などめ女性の欠点を指摘, 女性の仕球!:は，宇供め教育，使用 

人Q 監督，家計の維持であり'，: 女性の学問教育は，そのためのものに限定されなければならないと ■ 

ぃう。•すなわち，家政経済，淸潔，文法，算数, 裁判; . 歴史, ラテン語, 音楽, 絵画……。こうし 

て彼の理想の女性像は，夫に信頼され, 夫と子供に尽し，家事や農業におぃて労働し,取り引きを 

しノ使用人に心をくばり，貧しい人たちにも心をくばり, 力と美しさと知恵を兼ね備え，神をおそ 

れる女性なのである。 V

このようなフェヌロンの女他像は，奪子教育の強調，自然性を逋视した新しぃ教育技術,女性の 

才覚や労働の逋视という成において，旧来の女性観より格段の進涉を麻し, 近代的な女性教宵の- -  
j g g j j 発成ど:なりえたとぃえよう。だがそれはしよせん上 . 中流|磨| i のキリスト教.道徳にもとづく

注（4)フェヌロンr 志村鉸一郎訳「女子教f權丄（世界救-7轉選集，1卿部 )，訳渚解説1 6 5 ぺィジ。

( 5 ) I7 世紀後平からI S世紀にかけては，上流階級（_ や大プルジa ァ）の女性が社交界に進出しん_ 丨, _  
(才女ぶる女性) や femme savante (女学韵が軽渖な虚泶心を満たしていたンフヱj< 口ソはこ.うした女件の 

欠点を的確に指摘し，堅突な女他_ を求めたのであって，その結來は，使川人をっかいみずがらも知呦する 

. 中被フルジa ア階皭の理想的女姓像" となり， そのために，フx ヌロンの女挫論は丧い生命を持ち得た；：い 

免る*. .  1 ; .
 ̂ ■ ■ ■ . .

• —  25(687) —
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女性解放思想史上におけるメアリ• ウルストンクラーフト

皮妻賢母主義であっで, 女性解放というような視点はほとんど存在しな“ 。教育内容も,家庭を破

壊するととがないように厳しく眼定され, 家政を重視して, 柔弱な音楽や街の娯楽を遠ざけ，身分,
分際を守って，沈黙，質素，服従を強調するものであって，そこには権利意識が生まれる余地はな 

かった。

c. J . ‘ J ‘ ルソ一

ウルストンクラ一フト以前の女性教育に最も大きな影_ 力を持ち，かつ彼女が当時における男尊

. 女卑の思想として攻撃の対象としたのは，. ルソー（Jean-Jacなues.R ous站aU，. 1712— 1 7 7 8 )であっナこ。,
. . . . . .  •

ル:ソ一は，周知のようにフランス苹命に対して最大の影響を与えた啓蒙思想家であって，自由， 

平等，契約というような彼によって強調ざれた思想は，女性解放思想の上にも大きな影響をもたら 

した。だが，彼自身は決して男女の乎等を考之たのではなぐむしろ女性の男性に対する従属性を 

強調したのである。元来乎等を主張するはずの啓蒙思想の中におけるこのようなパラドックスは， 

ルソーの思想が持つ複雑き, そのフランス的特質を示すと共に, 女性解放思想を生みだすことがい. 
かに困難であるかを物語るといえよう。

ル ソ ー の 女性観は，教育論として著名な「土 ミ 一 ル 」 （左謝7e, ou de I'edm ation)第 5 篇の中に現わ， 

れる。成長した主ミ_ ルの配偶者ソフイ一の教育に関連して，ルソーは彼の女性観を展開し, 次の
ように言う。 ‘‘女は， とくに男性の気に入るように作られてい: ^ ” “女子教育はすべて，，男性に関 

速したものでなければならない。男性の気に入ること，その役に立つこと，男性から愛され,尊敬 

されること，男性が幼い時には養育し，大き .くなれば世話をやくこと，彼らに助言を与えること，_ 
彼らを慰めること，彼らのために，生活を楽しく，快いものにしてやること，，こういうことが，あ. 
らゆる時代を通じて女性の義務であり，また，女性に小さい時から教えこまなければならないこと 

である。’’ “女性が，夫に対しては服従し，貞節を守るべきことと，子供に対しては情愛を注ぎ，心づ 

かいをすべきこ^ とは，女性の条件から生まれるきわめて自然な，またきわめて明瞭な結果であ(| ， 

すなわち，女性の従属，忍従，男性に対する奉仕，家事と育児への専念。

彼 の “男女不平等起源論” は, 女性の肉体が弱いということにもとづく。“一方は能動的で強ぐ 

他方は受動的で弱くなければならない。必然的に，一方は意志と力を持たなければならず，他方は 

わずかに抵抗すればそれで十分であ(I)。，，“與は，その欲望によって女に依存している。女は，その

欲望によっても，またその必设.によっても，與に侬存している。. われわれは女なしでも生きてゆけ-
( 11) *.るだろうが，女はわれわれなしでは生きてゆけまいノ，すなわち，女性は生活佥体を锔件に負って

汪（:6) Mary Wollstonecraft, A Vindication of the Rights of Woman, in Everyman's Library, pp. 86-102.
.... ( ? )  J,~J. Rousseau, Emile, ou de VMvxatim, dans Collection, “Tr&ors de l?humanismo,” tome II, i^itions 

Ath紐a，p. 1 2 a .平岡界訳 rヱミ—ル」，世界の大忠想17, 4 0 4ペイジ •
( 8 )  Ibid., p. 1 3 6 .前掲訳 412 ペイジ。 ' • ノ
( 9 )  m it p. 160.
(10) Ibid.,丨p. 128.

前揭訳4 3 5ペイジ, 
前揭訳4 0 4ペイジ,

(11) Ibid., p. 1 3 5 .前揭訳 412 ペイジ•
2%(68B)
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女性解放思想史上におけるメァリ•ウルスドンクラ一ブト  .

いるのだから, 女性は従属すべき性であり，私有財産を持ち有能で強力な男性に従いその意にかな 

うことが有利なのだということr なる。 “女性の第一の, そして最も大切な美点は,温順というこ 

とた。男性という不完全な存在， しばしば，惡徳だらけで，いつも欠点だらけの相在に服従するよ 

うに生まれついている女性は，早ぐから，不正をさえ忍び, 夫の無理無体を不平も言わずに我慢す: 
ることを，早くから学ばなければならなH  ,
封建思想とは遠って，’ ルソーの体系:は自由 ♦乎等 • 独立の個人がら出発したはずなのに，なぜ女

性はルソーによって.もこのよう.に;^性に服従しなければ■ならない.のか.:？ もち■ろんルソ.一は，女性'二

に全くの無権利状態を強いたものではなく， 女性の教育（自然教育）を重視したし，贸女の_然的

不平等は男女の特性の差異であって，男女はたがいに服従し，たがいの価値を半!!矩するという相互 ‘
的な権利を認めていた。“性に関係のないすベての点では， 女 は 男 と 同 じ で あ ‘■女性は，劣性と

平等な地を保 .ち，男性に服従しながら男性を支配しているのだ。’’ル ,ソ一が女性め.供割を家鹿内に:.:
限定したことも，当時の上流階級，特権階級の女性がしばしば社交界で婦態に長ずることに熱心で

あり，また流行や虚飾に夢中で^ )ったことへの批判としての意味もあるであちう。だが重惡なこと

は，ルソーは小プルジョァ的，農民的立場に立っていたので，資本主義の発展に対抗して彼が守ろ

う-とする小生産者的，農民的社会体制自体が，男性を家長とする家夂長制の上に築かれていたこと

であるd そこでは，封建的服従関係が消滅したのちにおいても,依然として家庭内における服従關

係か存在していた。自由 • 平等 • 独立の市民像は小生産者としての家長にのみあてはまり，独立し

た生産者でない女子は，男性のための存在で，勇性i 楽しませこれに服従すべき運命を持ち，女性

の教育はすべて男性の要求に合うようになされなけ^^ばならなかったのである。そこで，裁縫，國‘
勘定，策略の才，異性についての研究などが女性教育の主眼となり，精密科学や物理学や思弁的学

問は女性には向かないとされ，徹底した男女の別教育が主張された。こうして自由な社会契約を生

張したルソーにおいてすらも, 女性の自由, 諸権利の拡張，象庭からの解放,結婚の近代化などの 

注、(12) Ibid., p. 142. 前掲訳 419 ペイジ。 •
(13) Ibid., p. 1 2 7 .前掲訳 403 ベイジ。

(14) Ibid：, p. 144. 前掲訳 4 2 1ペイジ4
( 1 5 ) こり点について分析を加えたのは水田珠枝さんで、 水田さんによれば, “ルソ一的小坐途渚は，r国家j にた 

いしては個人としてあらわれるが，その内容をみると，家長を頃点とする小宇钳であって，家-長の監督下に，

鉍ーした生産活動が，秩序ある家庭生活がいとなまれ，家長の所冇する私相财産が維持され，相続されている 

0 である。……経営に関しては,.たとえ家族が平等な夫婦を中心に描成されるとしても二つの権力の存在は 

許されず，麥が夫より肉体的に劣等であればそめ_ 実だけで, 経営や実権は夫の手にゆだねられる。，，（水〖丨丨 

珠 校 r近代思想における女性の從腐•~ —ルソーと：バ一クを中心に~_ -j .「歴史学研究」绝 2 5 5 母， 6.べイ.ジ)， 

"小生産沓爝の崩壊を阻I hしようとして，ルソーはf かれらからなる理想社会を莉矩し， この社会を維持する 

ために，山段には一般意志= 法による拘來を，象族貝f cは家父畏的権(権威？一-引用渚）による統制を，俩人 

には观性，边心によるぬ己规制を-及1求する” （同7 ペイ.ジ)。.去して象父丧的権威に対す.る女性の從娀は，封迚

■ 礼会のみならず近代社会の産物でもあり, 女性の従属はフフレジョァ思想その.もののなかに在在•す る た め ••ル:..

ソーにおける家父提的拖威への女性の從厲は，こうしたかれのブルジ3 ァ的侧而と没落小市风め侧而とがニ抱 • 

にうつしだされているのである，，，（岡 8 ベイジ）。
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、 女性解放思想史上におけるメア1) • ウルストンクラーフト
*

視点は全くなく> ルソー的女性を打破するために，ウルストンクラ一フトは文字通り孤軍奮闘し 

なければならなかった。ルソー的な家父長制擁護の伝統は,驚くべきことにアナキストであるプル 

ドンにも及ぶのである0
d . E . バーク »

. (16)
ウルストンクラ一フトの時代における女性観のもう一つの典型は，バーク （Edmund Burke, 1729- 

1 7 9 8 )であった。彼は，貴族との妥協によつ て支配体勢を維持しているイギリスの大ブルジョアジ 

一のイデオロ — グであって，このような上流階級こそが国の道徳と.政治の担ぃ.齊たるべきものであ 

' り，この階級は，伝統，教養, , 財產によって国に奉仕し,また公共の利益に関心を持つように育て 

られて，国民を指導する任務があると考えていた。従ってパ一ク.における理想の女性像は，ルソ一 

の場合と遠って，このような上流階級の女性である。彼女らは，生産からは完全に切り離され，家.. 
庭の妻としては寧难すらも使用人にゆだね，夫に全面的に依存して，夫にやすらぎの場 h しての 

家庭を整え, また私有財産を受け継ぐべき相続人を生むこt を任務とする。そして外部に対して .
は，社交界め貴婦人と，して，切性の社交にいろどりを与£ る役目:を果たさなければならない。.この

(17) ,

場合も，イギリスの貴族たちゆ学問に強い興味を持たなかつたので，フランスのサロ,ンにおけ:る女

生人のような学問的, 思想的積極性を示すことは期待されていない。バークの「崇高と•美の観念の

起源にかんする哲学的研究j (A Philosophical Enquiry into the O rigin of our Ideas of the Sublime and
Beautiful, 1 7 5 7 )によれば，理性，徳性, 強さなどは邪魔であり， もっぱら感覚的なせん細さや優美

さが，奶性に快楽を与えるものとして彼の理想となったのである。彼の女性像は，男性のための女.
性という点ではルソ一と共通であるが，ルソー的小生産者に対立する上流家庭の成員であった( バ

一クはルソ一に対し，谀ゆ愛情の中から高尚な趣味や優雅なものをすべて貴族的偏見として捨て,
愛衍を露骨な情念に呑み込ませたと非難したのである。

e . フランスの啓蒙思想家

以上のように，ルネサンスと宗教改革を契機として女性解放思想の芽が生まれ，ァx ヌロン以降

注（1 6 ) 女性は家庭にあって男性たる夫に服従しなければならないという考え方は，啓蒙思想やブルジョア舉命の段 

階においても極めて根強いものであって，たとえばイギリスにおいてロッグ(John L o c k e )は，自由 • 平等 . 
独立の個人が同意によって形成する社会を想定しながらも, 男女同権とは考えず,有能で強力で私有財途を持 

つ;^性が夫婦の間で命令権を持つことを認めていたし，イギリス法の最高権威であったブラックストソ 

(William B lackstone)の’ 「イギリス法丨往細j on the Laws o f England, 1 7 6 5 -9 )は，結婚によ 

って夫婦は法俅上一人格となり，夫は魂に生活必需品交給義務を负い，かわりに珙は法仲上の人格を失うとし 

ている。すなわち袈の結婚前の财產や結婚期問中に得た財産はすべて夫の所有であり，爽は逍言や訴訟の権利 

• がないのであって，しかもヅラックストンほ，これによって女性の権利が守られると考えていた。ジョンスン

(Samuel Johnson)博士は皮肉にも， 然は女性に多くの力を与えたから/ 法律は饺賺こも女性にわずかP 力 

しが*0••えなかった" と言っている。

( 1 7 ) 例外的なものがBluefltockingと呼ばれた丨切体で，1 7 5 0年ごろに，Elizabeth Vesey, Elizabeth Montague, 
Hannah More, Elizabeth Carter .などロソドンの社交夫人たちが，.，文装談話会を行なった.。 それをまねたの 

が, 1 9 1 1尔 (明治 4 4 年) に乎塚茁岛，财上弥也千，m村俊子，伊藤野枝，杏展信子, 孕謝财妬子，岡川八 

千代などによってつくられた丨:丨本般初の組織的な女性解放谉動め闭体“IV軸社"である4
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女性解放思想史上におけるメァリ•ウルストソグラーフト

女性教育の重要性がようやく認識されるに至ったとはいえ，ルソー，バークを含め三人の女性観に 

兆通することは，いずれも女挫における独立の価値を認めず，家父萇制のもとで男性の驳求にこた 

えるための存在と考え，そのための教育を強調したことであ>る。フヱヌp ソにおける上流家庭の位

麥賢母も，ルソーにおける小生産者家族内の女性も，バークにおける社交界の貴婦人も，結屈は捋
. _

性の多様なる欲望を満たすための多様な存在にすぎなかった。男女が真に同権となり解放されるた

めには，女性がまず家父長的女配から脱し，男性と平等でしかも独自の価値を理性的に追求する姿’
勢が示されなければならない。これを初めセ体系的に展開したの力くウルストンクラーフトであ名が,
元来平等な個人から出発チる啓蒙思想家の中r は，特に琎論の純粋性を蜇んじたフランスにおいて，

その一歩を踏み出す人が少数ながら現われていた。 . , ,
美しく才気に富む妻とパリでサロンを開いたェルヴェシュス(Claude Adrien Helvetius, 1716-1^771)

は， ロック哲学め影響を受け，著 書 「精祌論j ( Z ^ ，esPO S 8 ) 1こおC、て，精祌は教育と経験によ

って創られ才能の不平等はその結果セあると述べX , 女子教育の改善を訴え> ウルストソクラ”ァ /  (18) - 
トの先駆■となった。 づいでこめ問題の童要性を理解した唯物論者ドルバック(Paul Henri Dietrich

D’Holbaeh, 1723-1789)は, 著 書 「社会の休系」（細 — e S0C紐 , 1 7 7 3 )の , 女性論” と題する章におい、 

て，女性に対する男性の扱い，女子教育のつまらなさ，愛なき結婚のみじめな蓮命，働く女性の危 

険な状態などを非難し，女性に対する深い尊敬を示した。ウルスト'ノクラ“ ブトは，おそらくとの 

書を読んでいたことであろう。 ' ’
さらにフランス革命の渦中においては, 1 7 9 1年憲法においてすベての市民に平等な公教育を行 

' なうべき’ことか規定され，それを受けてタレイラン(Charles-MaUricje de Talley mnd-Perigord, 1754^-1838) 
が，同年立憲議会に「公教育に関する計画」を報告，教育は男女典に行なわれるべきことを主張し 

た。だが彼は，女性を政治から排除することが男女双方にとって幸福であるとして，女子は8 歳ま 

で男女共学で学んだのちは象庭にもどることにし, 上級学校に進むととを拒んだのである。ウノしス 

トンクラ一フトに「女性の権利擁護j を書かせた直接のきっかけは，タレイランのこの報告であっ 

て，彼女は自著をタレイ今ンに捧げ，彼を革命の基-本原理を貫かなかったと批判して，完全なダj 女 

同権を主▲張することとなる。 • へ

ついで> 尤ルヴヱ、ンュスの影響を受けた数学者コン.ドルセ’(Mari6-Jean-Antoine_.Nicolas.de C aritat 
Condorcet, 1743-1794 )は， ITOO年に女性参政權を男性として最初に要求, 公教★••一般組織に関する. 
報 i : i  と法案 (Rapport et plan de dficret sur rorganisation gen6rale de l'instruction publique)..を..1792‘年.......
に立憲議会に提出，公教宵に関する社会の貴任，権利の平等を強調し，公教育の^制度は刃女同じで

注（1辦 "ェルヴ；r.シュスの女性のための訴炎は， 同国人によってほとん、ど無祝されたけれども， 彼の急逆的な思想 

はゴドクイシの细メアリ• ウルストンクラーツトによって拡充され，ベンサAおよびたいていの功利生義ポに 

■よっ〔交持さ’れた。” Ifin Cuntmlng, HelvHius, His I/ife 'and Place in the Hisioru o / Educational Thought,' 
1955, p. 1 5 7 .ただし, 功利主餡系の女浊解放,®想とウルストンクラーフトとの楚に注意i

— 29 (691) - '



なけれぼならないと勇敢に発言した。特に女性にも自然科学の研究が許されるべきだと述べ，タレ 

イフ限界を破ったので、ある。コンドルセの妻ソフィは， 彼より 2 2 歳も若く，•美しい顔立ちと 

_ ，與脳に加えて，文学/ 哲学の教養も深く，サロンを主催し, 著作を発表し， コンドルセに r人 

拙精神進歩の史的素描」 {Esqmsse d^m tableau htstoriqne des progrds de l，esprit h u m d n )を執筆戈せ，

また夫の死後は夫の全集の刊行に尽したほどの才女であって，このような女性が身近かに存在した 

‘ことが；彼の女性観に大きく影響したことであろう。

だが， コンドルセがなぜ女子教育を重要視したかを考えてみると，渡 辺 誠 氏 は ，⑴自然の教師 

‘として干供を育て得るため，⑵夫のよき伴侶として，かっは平等な人間として，夫の職務を理解し, 
れに協力することのできるため，⑶夫がすでに修得した教養をさらに発達させようとずる熱情を 

艄失せしめないのみでなぐかえってこれをいやが土にも燃え上らしめるため，⑷男女は教育に対 

‘して平等なる翻を •有する*という正義のため，という4 点を数え,“したがって教育を受ける権利に 

，おいては, もとより男女平等を容認しているが, ，教育の目的からいえば，男子の伴侶という良妻賢 

母主義に立っているものと考えてよいであろう” と述べている。すなわち自然権^:よる平等主義と 

丧妻賢母主義のニ面が見られるのであって，良妻賢母主義を完全に清算するためには，やはりみず 

，から女性であるウルストンクラーフトの登場をまたなければならなかった。

f . フランス革命期の運動

<■うした思想における女性観の進歩と共に，フランスにおいては現実に女性の果たす社会的役割

か僧大した .というしとを見る必要かあろう。その一っのきっかけはサ.ロンであって，尊命以前にお

. . t . ては，. デ ュ デ フ ア ン （d u』D effan d)夫人，. レスヒナス（L’E sp in asse)嬢，.デ ピ ネ （d，E p in a W 夫

人なとの章婦人がサロンを主宰し，啓蒙思想家たちはそこに集まって政治や文化を論じた。サ ロ ン

‘の主宰者は,貴族からしだいにジョフラン（Geolfrin) 夫人のようヒ上層ブルジョァジーに移っても,
地位も財産もあるェリ- ト女性で，民衆とは無縁である。だが彼女らは,纖制度ゃ家族臟を批

■丨(1して挫の解放への道を開いたし，啓蒙思想家たちに対する影響力は大きく， 也女らの魅力が啓蒙

，怨想において女性の地位を向上させるための一っの柱となっていたと思われ(|0)。

上流階級における女性の雌向上と並んで，兔働者および小市民階級においても女性の進出が觅

られた。アンシアン • レジ一ムの重庄を受けていたこれら下層の女性たちは， フランス革命の勃発

.と共に街頭に進出し，苹命の主体が下降するに応じて革命を支える戦力の中に参.加していっ た。た

•とぇば 1 7 8 9 年のヴェルサイュ行進に至る運動において,指導的な役割を果たしたのはこうした女

注 (1の 波 辺 誠 「コ ン ド ル セ 一 フ ラン ス 本 命 教 育 史 — j 耑 波 細 ， 1 9 4 9 年 ， 1 1 2 ぺ イ ジ

(20) サロンは一種の宮廷の雛形であんこれを主宰するのは女性で，しかも，多く年と：謂禄をっけた類} 
〈、である。そこにはェティグットによって守られた厳然たる规律があって会衆たる以上はこれに服従せね ば な  

らず, サロン速每の巧拙はひとえに主婦丨a maitresse de m a isonたるものの権威と手腕とにかかるふであ一 

た。…“ •臾のところ，各サロンには女主人御気に入りの觉迪があって，その内の打力洛がサロンの地格を決宠 
利ける。" 松乎芮光ブフランス啓_ 思想の研洗」昭和3 3 年，5 0 _ 5 1 べイ，づ '

女性解放思想史上におけるメァリ • ウルストンクラ一フト '  -

.. ......... ............  ■■■こ' … — ニ…ニし丄よし細和

女性解放思想史上におけるメア リ，ウルストンク.ラ 一.フ 

(21) —  . . . . . .
牲たちだったのである。 、 .

このような女性の権利要求は , 平等思想を明確にした 1 7 8 9年 の 「人間と市民の権利直言j 
'(Declaration des droits de rfionime et du c i t o y e n )によってさらに影響を受け， 同 年 1 0 月 如 丨:丨ド 

パリにおいて多ぐの女性が国民議会に対して政治上の男女同権を建讓，特に雄弁家，即興詩人とし 

て民衆に支持されていたォランプ . ドゥ. グ ー ジ ュ (Olympe de G ou ges)は 1 7 条からなる「女 性 ■' 
'の権利宣g 」.(Declaration des droits de la femme) を皇后マリ アントワネットに奉呈，「人問と市

.民の権利宣言」が女性を無視し片手落ちであることを批判, 国法は国民全体の意志め现われヤあるぺ  

-へきとして，女性の参政権, 公聪|や特権への参加権を主張しすi 。これは最初の女性参政権毁來であ 

る。また女性の政治的な集会も盛んで， 共和的苹命的女挫協会^C i6t6  d的 fe臟 es r6PubliCaineS钞 

*r6v6lutionnaires)や 憲法の友 （Am丨es d e 1みconstitution) などがあり， グージュ， ロ ラ ン (Roland)
夫人， ロース’ . ラコンブ (Rose Lacombe), ロベール . ヶラリ オ (Robert nee K^ralio) 夫人などが活 

耀 し，ゲラV 才夫人は女権擁護 © ためめ最初の女性新聞を発刊，また女優のラコンブは特に労働す .

る女性の利益を主張して，労働運動における女性解放運動の先駆者となった。組織的な女性解放運 

.働はここに始まると考えられる。 だがこうした運動は， アナキスティックな性格を持ち過激派 

(Ertrag知）に加扣るものもあったたも， ロベスピェールによって嫌悪され， コンドルセの声援を得た 

:たけで，国民讓会はもらゆる婦人団体を弾压し， グージュもロランも断頭台の露と消え， 1 7 9 3 年 

1 0 月 3 0 日には，一切の婦人団体は解散を命ぜられることとなった。グージュは言う，“女性は断頭

台にのぼる権利を持っがゆえに，議政壇上にのぼる権利をもっているのだ。” .

— ~      .'…  - ' . . . . . ' ' . へ' . / 卜：.......
バ注（2 1 ) “この時までに，女たちが加もりはじめていた。パンの危機は， とりわけ女たち自身のものであり， こ の 時 |

以後，運動において指導的役割を演じた^)は，男たちよりもむしろ女たちであった。 9 月 1 6 日に， アルデ ィノ  ; 
. は，女たちがシャイヨーで穀物を積んだs 台の荷馬难を止め，それらをパリ市役所へっれてきた，と 記 録 し て ； 

いる。1 7日の正午には，市役所はパン屋のふる京いにっいて不平を訴える怒った女たちに包四された。女たち 

は，市長バィィと市会とに会見した。「とれらの女たちは傲然といい放った〔とアルディは書いている〕，劣た 

ちはこの点にっいてはなに一っわかっていない。 た♦からわたしだちが，問題に口を出そうとす;2；のだ，と」。

1■翌 E h 市役所はふたたび包囲され，約束がなされた。その日め夕刻，アルディはン女/こ‘ が，トp rノ •マリブ 

広場で，荷馬卑一台分の穀物を強奪し，.それをその場所の地区本部まで護送するのを見た。. 10ガ4 日の日. . .:ぺ:: 
_ 日には，..「中流のJ 婦人たちの群が, パレ-■•口ワイヤルに見られた。. 30代なかばの, rその身なりから，中流 

以上の階級の女とわかるj 一婦人が，集まった人びとに向かって演說をした。そこでは，翌R ヴ エノレリ*イユへ 
行くことが語られた，こうして10月の蜂起がはじまった。…10月5 日の朝，反乱は中央市場とフォプール.サ 

ン- タントワ一ヌとで，. 同時に起こった。どちらの場合にも，女たちが指導的分子であった。そして，多数の， • 
またさまざまの話からすると, それに続いた行動には，あらゆる階級の女たちが一市場の魚売り.女や辦坑を 

出す女，くフォブ一 ル〉の 婦人労_ 者，粋な服装をしたブルジ3 ア女も，r術子 を かぶった女J も■参加したよ 

うに思われる。” George Rud6, The Crowd in the French RevdntUn, 1 9 5 9 .前川.野ロ. .服 部 說 98-104ペィジ.
“ジャンヌ•ダルクやジャンヌ. ドウ•モンフォールやジャンヌ，アシェットの国では，女傑の名をいくら 

でも續げることかできる。ハスティ一ュにも一人の女丈夫がいた。. …女性たちこそわが大浓命の丨]丨丨衛に立っ 

たのである, Jules Michelet, Lcs../ewiwes cfeお r細>/奴以0»1，1854,: |i丨下正太郎訳，「世界の人丨丨5j像」26, 4 ペ ィ ジ ；.......パぐ.':
<22) 彼女は別にィ女性の権利」（W  rfroむs ぬ / a 加 ? _ ，1灼1 ? ) を嶽いたといわれる。

*<23) Cf. Gedrge Woddcock, Anitrchistn, a history of libertarian ideas and movements, 1962, p. 54..:训訳 I, .69 ペイジ9 
_ ------  3 1 (693) —~~ -
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a . 背ン ..景. . .  . _
ゥルス卜ン夂ラーフトの女性解放思想を考える場合には, 第 1 にこのようなフチンズを中心とし 

た女性解放思想ゃ運動の.進展, 第 2 にイギリスにおける産業单命の進行，第 3 にイギリスにおける 

急進主義の成長，そして第4 に彼女の個人的な体験を考えることが必要である。

女性はすでに農業や家内工業や小売商において仕事をしていたが，産業革命，•農業革命の進行と 

共に、中産階級の没落ノ労働貧民の増太が現われ“1S世紀の最後q 数十年間の第丄段階〖こおいて，紛 

級が小屋から工場へ急速に移転し, 農村地帯の女子供と手織工の家族の補助的な収入をすっかh 奪 

ってしまった。新しい工場の近くに住む女と子供は仕事を求めて家庭の外に駆り出され，またその 

地方の児童労働力を補充するために遠隔の地から救恤民の児童が移入ざれそして機械制大工 

菜が広まるにつれ, • 特に紡績 . 織物工業などでは賃金の安い女子 . 児鸾が大量に劳働市場に進出し， 

19世紀には女子は全労働者の過半数をしやるに至った。それは女性の活動分野の拡大であるル同時 

に，女性に苟酷な労働条件耷課以家庭を解体し,児童の健康や教育に荜めて有害な影響を吞えた 

ことはい うまでもない。ウルスドン;クラ一マトの女性解放思想は，直接}こは没落しつつある中産階 

級の女性を中心に考えられたものであるが，家庭の幸福を守ろうとすると共に，こうした女性の活 

励をさらに進めて，男子と同じ経済的独立性を獲得しようとしたとぐろにその大きな特徴がある。 

彼女の思想は，約 3 0 年後にはトムスン•によって受けつがれ，労働階鱭の問題としてとり上げられ 

るに至ら：た。 . . .
このような大きな社会変化に拓じで，イギリスにおいては翕進主義がさまざまなかたちで展開し 

た。その源はすでに清# 徒革命当時のレヴエラーズ，ディガ一ズに:i る議会敁苹，選挙法改正要求 

に児られ，ロック‘• •ヒューム…べンサムに至るブルジョァ急進主義が常に貴族との妥協を繰り返し 

，たのに对して， 士イ.ルクフ、.…..プリ一ストリ… プライス…ペインという小ブルジョ.ァ急進主義の系譜 

は, 民主主義の要求をさらに徹底化した。その場合議会改革は, ブルジ3 ァ的改戾路線と小.ブルジ 

ョァ的急進路線のいわば共通項であって，それだけに大きな力をもち，数度の逸举法敁正を実現し 

えたのであるが，特に小プルジ3 ァ急進主義は，自丨ね，平等, 自然梅，抵抗権，民主主義，理性な 

どを独く主張して, 扔女同權思想のための理論的素地を形成していたのである。

b. 初 期

彼女がむドウィンとめぐり合うまセの3 7 年問の生活は, 困窮と不幸の速続であった。被女の家
一 - ' • ' ■- 

注（2め：G. D. U. Cole, A Short History oj the Bfitish Working-Class Movement 1789~ld47, p. 17-18,林 *.河
• 上 *荔治訳， I ,  2 7 ペイジ 。 _

( 2 5 ) 急進主義のさまざまな型については，拙 茗 「ウィリァム. ゴドウィン研究j ,  1 9 6 4年. M参照，'
—— 3 2 (6 9 4 ) —  '
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は役落した中産階級で, 祖父は相当な織布業者'^'あったようだが,父は農業経営に従乳大酒飲み 

で財産を失い，家庭においては腕力によって家族を制庄しようとする暴君であった。彼女は幼い時 

からこのような父親に反抗しまた父親の理不尽な暴力に対して有効な反撃を加え得ない母'親をい 

かにもふがいないと感じたという。女の遊びを兮ず常に男と共に遊ぶという気性の勝った娘であづ 

て，このような性格と，男性である父親の不合理な専制支配に対する怒り，そして女性である母親 

の無力に対する不満が，. 後の女性解放思想を展開する下地となっている。 ,
彼女，は十分な学校教育を受けなかったけれども, 隣家のクレァ（Clare) 牧師から詩歌などの教養 

をチえら; ^ , また:^'o 年 上 親 友 フ ァニ ィ （Fanny B lo o d )を得て，その才能から多くの影響を受け 

ナこ。そして 21 辱の時に.は，教育の実践をしようという念願を罘たして学校を経営，初めは失敗し 

たものの, 文がて成功して教育者もしての天分を示している。父麴は荒んだ家庭と共に転々と®を 

変えたため，彼女峄2 人の妹と共に自活を試み，こうして家庭教師や学校経営や_ 訳などによっ、て 

生活の資を得なければならなかっ たけれども, このような体験を通じて，彼女はさまざまな階級の 

寧庭や社会生活における女性の地位に関して深い観察を加えることができ，またその優れた素質と 

異常な努力によって，やがて頭角を現わすこととなる。 ノ ,
このような彼女の個人的$ 験与共に, 彼女をめぐる知的雰囲気には興味深いものがある。彼女は 

幸いにも急進的出版社主ジョンスン（J0S叩h Johnson) 氏の知遇を得て文筆を職業とする最初の女性 

となり, ジョ:ンスン書店の機関誌に書評を書いたり翻訳を行なったりした。同書店を通! ;て,詩人 

のブレイク，.(William B la k e ) ,急進思想家ペイン（Thom如 P a in e ) ,画家フギリ（Henry Fuseli)• 会計； 

検査官アンタースン（George Anderson), 数学者ボニキヤスル (John Bonny castle), 化学者プリ一ス 

トリ (Joseph P r ie s t le y ) ,バーグ (B u rg h )夫人， ヒュ，レツト（John H e w le tt)師など，当時の代表的 

な急進的知識人や：iAi文学O ジョ_ンス丫 (Samuel Johnson)傅：と接触，フ，ラ.ンス苹命前夜の啓蒙思想 

を深く呼吸することができた。そうした中で彼女に最も大きな影響を与えたのは，ュニテリァン娘 

の牧師プライス博士であって, この信望のある高潔な人格者の指導によって，彼女の信仰は合理禅 

学に傾いたようセある„

c . 「女子教育考」

「人権の擁護j に至るまでに，彼女はジョン ス ン書店から「女子教育考j  {Thoughts on the Education  
o f Daughters: w ith  Rejlectioris on Feim le Conduct, in  the more im portant D u ties o f  L ife , 1 7 8 7 ) ,小説「メ 

アリ」 (M ary, a Fiction, 1 7 8 8 ) ,翻 訳 「宗教的見解の虛喪性について」 {O f the Importance o f  R eligious. . . ：； ご. - . .  ,....
O p in i 幅  t translated fi ôm the French of Mr. Necker 1 7 8 8 ) ,物 語 「実 生 活 実 話 集  j  (O rig in a l Stories  

fro m  Real L i f e ： w ith  Conversations, Calculated to Regulate the Affection、 and iFormf the M ind to Truth and
Goodness, 1 7 8 8 ) ,翻訳广道德耍綱j (Elements o f  M orality: For the Use o f  Children: w ith  a/A Introductory. - ... ■ -. ■ ■ '" ■

Address to Parents and F if ty  Copperplates, translated from the German of the Rov, 0. G. Salzmann, 1790) 
. . .  — — 3 3 (695) —
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なとを発表しており，.その中で， 女性解放思想史において特に興味深いのは， 処 女 作 「女子教育 

省」である。

クルストンクラ一フトが学校経営に苦慮していた時, ヒ；ーレット師は資金を得るためr 著述を 

するよう勧めていたが，親友ファニイの両親がアイル'ぅンドに渡航する費用を得るた.めに，祯女は 

この姐女作の公刊を決意した。これは，彼女のそれまでの学校瘙営や家庭教師などにおける体験を 

もとにした評論集であって，子供部屋, 道 徳 の っ げ , 表面的な教養，不自然な態度，服装, 美術， 

読書，哿宿学校，気件-，当世風に教育され財産を与えられなかった女性の不幸な状癌，: 恋愛，結婚 

生活，思いっくままに，失望から生t れる利益，召使のあっかいヒっいて， 日曜日の遵守，動摇す 

る胺理の不幸さ，仁愛， トランプ遊び， 颜1場 , 公共の場所, という小論文から成る。2 8 歳の時の 

著作であるから，構成は特にすぐれたものとはV、え | 61 、けれども，これには後の「女性の権利擁護J 
の思想が朋分:的に现われていることと，.発行が1 7 8 7年で，タレイランやコンドル七以前r 現わ；K  
た女子教育論という点が重要である。

この書においてウルストンダラ一フ b i t , 理性による教育というロッ夕の理論から出発し，誤っ 

た教育によって理性の発達がゆがめられ， しかも女性は男性めように成長するにっれて理毪を用い 

る機会に十分患まれないために男性との差が生まれ，女性の不幸な状態が生まれ.るど主張 1̂ 。彼 

女はさらに健全な体格や個性を主張， “残されているわずかな職業も,今や次第に男性の手に収め 

られつつもり， しかもそれらは確かに非常に尊敬すベきものではな(レ)、”と女性の職業問題を取り上 

げ， “尊敬ビよって支えられていない恋愛はやがで消滅するか， 堕落するにちがいなで，，と主張し 

ている。当時の女性の置かれた状態を鋭く批判，女性の教育を重視し，家庭環境の改善，経済的独 

立などを説いたこの書は，未熟とはいえ女性教育史において注目すべき書といえるだろう。

この書は出版としては成功しながったが，次に親友ファニイをモデルK した小説「メアリj と， 

母に死別したニ少女に対する家庭教育の物語である「実生活実話集」を発表，特に後者は，やはり 

迪性による教育を強調したもので， 2版以後に詩人のブレイクが銅版画による挿絵を加えたことも 

あって, 比較的成功をおさめた。

注 (26) ‘‘彼女の書は，彼女が女性の状態に满见していなかったけれども， まだ彼女の批判を明確にしたり， 男性女

性共に持っている招本的人権にその山来を求めたりはしなかった。メアリはすでに，彼女を有名にする:著述の 

ために邀窑な材料を持づていたが, まだ理論を持っていなかった。，，R, M. Wai^le, M a r y  W o l l s t o n e c r a f t ,  A  

C r i t i c a l  B i o g m p h y ,  1951, pp. 49-50. ,
(27) ‘ •理性にたいするこのような強調は……I8世紀後半のイギリスにおける没落小市段の立場と女性の立場とが，

• ニffiにうつしだされているのである。……プルジ3 ワ的现性がゾルジョワ的生活规範の確認の役割を架したに

すぎながったのにたいし，小拊民的理性は，小市民的生活规範の確認をこえて，ブルジョワ社会批判の武器に 

f 先なる，ゴドウインの|11性よる説得を通じての社会改革という思想が，その典型であろう，このような, 
211性が人間を解放するという小拊民的理論（现灾と観念との倒錯) は, 现奐のなか解放の肢g {をもたない点 

て"J、市民とおなじ立秘におかれていた女性にとゥて，おおきな魅力となった。” 水丨1丨珠枝「メアリ.ウルストン 

クラフトの初期の忠想j . TfJ邮学闽短期火学開学記念論锻，1965年，4 2 4 - 5 ベイジ。

(28) M. Wollstonecraft, Thoughts m  the Education of DauQhUrs, 1787. ». 73. (2^) Ibid., p. 83.
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| 女于教育考丄か出版されて2 年後，世界史は, 大きな転換- - 一フランス革命‘ __を経験した。 

白 一ロッパ最大の専制君主政体め崩壊は, その激しざのゆ先に> ま'た£ の革命を押し進めた精神の 

支柱か，テカルトの合理生義以来3 人_ 進歩の理想を道って花と咲き乱れた啓蒙思想であったがゆ 

免に，これはドウグア海峡を越えてイギリスにも大きな衝撃を波及させた。この革命の受けとめ方 

はさまざまでぁって，革命の評価をめぐって激しい論戦が続き, : 急進的な団体が組織ざれ，崔業革 

叩.の結果としズ勞彳勤運動か坐.まれ，社会主義，共産主義, アナキ:ズ•ム， pt r^tン主義な.どの思想が展 

..開 れ ，急進主義に対:して政府は蹲しい強庄_を加えたd: .ウルス.トン..ク.ラ.一フトが-H p 論壇に脊警.し 

たのは， “イギリスにおけるフランス革命” と呼ばれるこの畀味深い時^ ：おいでなのである。

この時代の口火を切ったのは，ウルズトンクラ- フトに最も大きな影響を与えたプライス_ hard 
Price，1 7 2 3 -9 1 )神学博士であった。彼は非常に多面的な活躍をした人で， まず奶女作「道徳主要問 

(A Review djf" the Principal Questitms. in:M&rcUs,:.]^?").に■おいて,’ヒ —ム们経験論を批判]_ 
てカン卜の倫理学の先駆をな.,し，「市民的自由の觸の .考察」屬 物 她 ‘卿 歡 取 m tu re .o f  Civil 
Ltbert^  tU  Principles of Government, and the Justice and Policy of the War with America, 1776)ヒおいて， 

ロック主義の立場から，自然権, 人民主権，市民的自由，抵抗権，アメリカの独立を主張，アメリ 

力に対するイギリスの抑压政策轉撃して，小市民的急進主義の一典型をなレた。また経済論とし 

$ は，独立小生産者擁護の立場から, 資本主義の発展， 特に囲い込み運動に反対し. 土地独占,商 

工業や太都市によ’る反自然的^:奢侈，. 悪徳，...貧困, . . .压制の増大がイギリ .スの人口を減少.させた..と 
$ 張している。 この謫に対しては,大農主義者として農業革命のイデオローグであったヤング 

(Arthur. Y卿 g ) が人口増加論をもって反撃し, 有名な人口論争が展開された。ブライスはさらに， 

財政問題, 国債問題，生命保険; 老齢年金などにも関心を持ち, ヒューム， プリーストリ,ブラン 

グゾン，シヱルバーン卿などとも交わり，急進的な思想家，宗教家の間に高い名声を得ていた。

ウルストンクラ一フトは， N ew in gton  G r e e n においそ学校を経営していた時に，その地の教会 

へ通い, 当時すでに 60 歳で円熟期に達していたプライスの説教に耳を傾けた。.彼女は国教徒厂し 

て育ったのだが，プライスを中心g した人たちと交わり，彼らの人生観に影彎され,プライスは彼 

女の獅ざ舍愛して，文学, 偷理? 政治,数学などについて語り , 雜 塞 _ 遠鏡, ■顕微鏡，锟気 

機械などを示して彼女る知識を広^ : 。政治論にぉいても，彼女はプライスから既成秩序:に対する

汪卿フレイルスプアドにキれぱ，これはプライスの賴からシ土ザの「ヘラス」（湖 a s> に至る2肖間である 6 
H. N. Brailsford, SMlep, Godwin, and their Circle, p. 7 . この時:期の社会連動については， G. D. II, Cole,
>1 Short IliBtory of the British Working-Class Movement 1789-1947, Chap 3.

( 3 1 ) l i t M* Wれi*dle, op. cit” p. 35.
— — 3 5 ( 6 9 7 ) ------ -
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批判を学び，これがぉモらく彼女の後の急進的M 論を形成する下地となったであろう。彼女が親友 

ファニイの病気のためD スボンへ渡航した時には，プライスはその費用を用立てたといわれる。

プライスは，瞵国フランスで革命が起こるや, 1 ? 8 9 年 1 1 月 4 日の名誉革命を記念するLondon 
R evolution Society において “祖国愛についての一論’’ （A Discourse on the Love of our Country)
と題して有名な講演を行ない， “イギリスにおけるフランス革命” . の幕を切って落した。この会は,. 
名‘替革命後イギリス各地で結成された苹命協会の中心で, 改革を旗印として掲げ, 人民主権，議会 

改革，非闺教徒解放などを唱えた。会員は中逵階級以上で非国教徒が多く, 国会議員も参加、して急 

進主義運動に指導的役割を果たしている。特にロンドジの会は，急進主義的な貴族スタンホーブ伯， 

爵を会畏とし, 名誉革命百年祭を期として組織強化を試みたので,宗教界の信望を集めるプライス 

の講演は，特に隣国の革命に動揺する世人の耳をそばだたせるものであった。彼の講演は，単にパ 

— クのけばけばしい美文を呼び起こす契機となったというだけでなく，当時の急進主義の代表者が，. 
どのようiこブランス革命を受けとめたかを知る上にも> 重要であろう。

彼は先ず, 名誉拿命の原理として， •
1. 宗教問題にぉいて良心の自由を守る権利ン '
2 . 權力が乱用された時にそれに反抗する権利。 '
3 . 丨-i丨分自身の統治者を選び> 悪政に対してはこれを追放し，われわれ自身のための政府をつく• 
..る権利ゲ .■

を挙げ， • ，

“名誉革命は偉大な_ 業であっナこが， それは決して完全な事業ではなかったし， 主国が自由の 

祝福を安全かつ完全に保持するに必耍なものを必ずしもすべて獲得しなかったということを，銘 

記するように希望する。とくに，当時えた寛容は，不完全であったととを想起されたい。それは，. 
イギリス国教会の教条における信仰を表明できるものだけしか含まなかった。その後事実その範 

囲は広がったが，十分ではなか.らた。というのは，宗教上の意見に関する刑法はいまだに存在す 

る。… …テズト • ロゥは今なお効力を持ち，国教に従うことのできないすベてめ人が文武の公職 

につく資格を奪っている。，’
“ しかし, 名替革命がわが憲法を不完全な状態にとどめた最も重要な例は， わが代表制度の不 

平# どいうことである。わが憲法にお仔るこの欠陥は非常に大きく明白なので,それがすぐれて
(32)

いるというのは，主に形式と理論においてなのだ。”
と述べ，フランス革命を埤制政治に対する人民わ勝利として祝福ずると同時に, a . 宗教的自由，b..
平等代尜伽, c• 腐敗行為の除去， を主張し， ツヲンスの立憲議会に対して激励文を送る提率をし
.. . . . . . : . . . . : . , . _ _ _  • . .
注（32) R. Price, A Discourse on the Love of our Countryf 1789, in rJtke Debate m  the 1 〜ench Revolntion 1789‘  

1800i edited by A. Cobban, 1960, pp. 61-3. 永井義雄訳 49-53 ベ イ ジ ’

*------ 36 (698) — ^  .
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女性解放思想史上におけるメブリ• ウ ル X ドンクラ ー プ k

た。この講演© ‘中には，世界市民としズ共通の庄制者'に対する瞵国の本命を支持し, 真理, . 徳，自 

由を強調し，蕪知を頒迷と不寛容と迫害と隸属の母として非難するなど,当時め非国教徒や急進主 

義者たちに特徴的な見解が見られる。かぐ 1>て, 急進派を代表ずるプライX のどめ講演ば,反動恐 

想を形成しつつあったバークにとって, 恰好め攻撃目標として適ばれるどとどなった。

b. .. E . パ 一 ク .v .

プライメ(D講演に対して，バークば直ちに立っセ筆をとり，反革命め伽Jに立って, 夫啓を受けた'
よ■う.な 熱 を も ■っX 「.フラン...ス苹命iD省_ 」' ..(ijeルぬ‘ ora the Itevoliition m  France  ̂1790) ♦書き上げ:
た。ソミ」紙 国家有機体説, 伝統重祝の& 場がち, : 貴族制や教会を破壊し1 うどずるフランス取

命を激レぐ非難しためで， この_ が 1 1月 1 白に出版ざれるや,やがて革命め恐怖に脅炎るように

なったケイツグもト，リイも，一致して声援を送り，諸外国の反綾/勢力も歓nf をもってこれを迎え,
この書め売れ行きは異常なもめ 槐 っ た 。1:V 月ゼ 1 方 2 千部, 1 年間で約2 方部ムぃう販売部叙,
その他各国の芏侯貴族の讃辞が, これ匕対する支配階級め喜びをもめ語ってぃる。 . '

バークの「省察」はプライスに対する反論として# かれテこものだが，.それはまたそれに対する数

多ぐの反論を呼び、起こし，支配階級と急進派の間のフランス革命をめぐる論戦は，ここに異常なセ

ンセイシヨンと共にクライマツクスに達した。 ゴドヴイゾが回想I たように， "パ'一クは元来最も

進歩的な，啓蒙的な自由の愛好者たちによって非常に重んぜられてぃたb i jかるに，彼が自丨h の神

聖なる大目的と思われたものを激しく攻撃したのだから，彼らの失望と激怒もまた大ならざるをタ
(33)

なかった” のである。 •
C- 「人権の擁護」

バーク攻撃の先鞭をつけたのは， プライスの知® を得て :に ぃ そ 乙 んで、ぃたウくレスト'ノクラー 

フトであった。 彼女は， ジ当ンスン書店の依頼を受けて僅かに数週間,一気ヒ 「人権の擁護」（儿 

Vindtcatton of the Rights of Men, in a Letter to the Right Honourable Edviund Burke, 1 7 9 0 )を書いたと...' 
ぃう。彼女は先ず，バークが偶然の門閥に対して払う尊敬の半分もこの徳高きプライA に表わして 

ぃなぃことを非難し，宗教的改革を是認しアメリカの独立を弁護しながらフランス苹命を嫌恶する 

バークの矛盾を衝く。そして， ‘
“丨組下のあらゆるもっともらしぃ議論と気の利ぃた説明との中に， 間下の貧者に対する海棒は 

明らかで:於り, これが私©怒りを招ぃてぃ冷。次のパラグラフが，最もはなはだしぃ暴君的空気 

を示し， 最も人為的な感情を瑰わt たものとしで， 特に私^)注意をひぃた。 ‘人びとは彼らの閲 

与しえなぃ財鹿に対しても，尊敬を払わなければならぬ。彼らは，勞誠)によって獲得しうるもの 

を得るのに努力を要する。そして常にあるよう彼らがその努力に結果が比例し弋ぃないこと 

を兄いだす時は，彼らはその慰めを，永久的なI t 義の最後の分け前において受けることを, 教え

过（33) W. Godwin, Memoirs of the Author of a Vindication of the 獅 its of Wonian, 2nd ed.
■ —  3 7 (6 99 )—  '
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'

られなければならない。，これこも謙譲と神の意志に対する.服従という， もっともらしい言葉で 

語られた卑しむべき無情な詭弁である。閣下よ，閣下が好意をもって次の世で貧者に認めて,下さ 

った慰めを彼らから奪わなくても，現世において貧者をより幸福jこすることができる。彼らは, • 
现在萃受 t ている以上の慰安を受ける権利を持づているの蓉》。，，

と，理性，人 権 （社会契約で結ばれた他の人びとめ自由と矛盾しない禅度の市民的, 宗教的自由）の立場ん 

ら，特権階級の財産擁護 (所有権といぅ惡:魔) に対して貧しい人びとめ権利を主張した。彼女にとっ 

ては，. 家名，世襲財産，虚栄, 出世欲など野蛮な封建門閥制度は，次男以下を犠牲とし, 結婚をゆ： 

がめ，また富者の専制支配は，贫者の自由を犠牲としている。'こめようなイギリスの現状は，無知, 
と偏風に満ちた暗黒時代の産物であ.って，到歲ブランスに対して誇りうるものではないし，バーク 

の 「街察j は，.このような不合理を塗:りかくすための, 支配階級の恥知らずな弁護論以外の何もの. 
でもなかった。またすでに見たようp バークの理性軽視は彼の女性観にも現われ，外見の美やか弱. 
さだけを強調したことは, 女性の精神を犀従させ，進歩をはばむものであった。 . .
フランス革命をめぐる論戦には，その後プリーストリ，ペイン,ゴドウィンらの冬く cp論客が加 

わるか，ウノレスト'ノクラ— フトのバー々批判はその先駆であり，著書としても一応の成功をおさ( I .  
当時における保守反動対革新の対立，歴史と伝統（便宜と時効）に対する理性と自由• 平等の対立を， 

最も鮮明に示したものといえよう。

. ，■ '
Y 「女性の権利擁護

「人権の擁護」において一応の成功をおさめオこウルストソクラーフトは， 2 年後にはさらに r-/r 
の権利擁護」 (A Vindication of the Rights of Woman: with Strictures on Political and Moral Subject^ 

1792)を発表した。 これは彼女が「女子教育考」以来抱いてきた思想を展開したものであつ て，予. 
足されていた13 部作の1 部であるが,単に彼女の主著であるというのみでなく , 広 < 人類史上にお, 
いて，女性解放思想を初めて体系的に樹立したものであった。

その執维の直接の動機は， タレイランの「公教育に関する報告」であるが， 「女性の権利擁護」

の序文には，次のように記きれている。 .

“私は教育について書かれたさまざまな書をひもとき， 両親の行動や学校経営を観察したが， 

その結果は何であったか？—— 女性教育の無视こそが,嘆かわしいみじめさの大きな根源であり 

女性は特トこ，一つの軽率な結諭から生まれたさまざまの同時発生的原因によっ て，弱く哀れにな 

— っているとレう深 1̂、確信であるん突際，女性の行為やふるまいは，明らかに彼女らの精神が健全 

法(34) M. Wollstonecraft, A Vindication of the Rights of Men, 1790, pp.. 14-5.
偶 ) しの嫌は财で丨臟されたがすぐに辦切れ, _ 钟に核は織名を | i |して咖がiJJわれた^ 着の勘 

評も好評でったようであるa Of, Wardlo, op. cit., pp*12Q-121.

Iff .
I 1

パ！̂アひし
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な状態にはないことを不す。肥えすぎた土に植えられた花のように,弥さと有用性は类のために 

犠牲にされてV る。.そして得意気の花は，気むずかしい眼を楽しまぜたあとは，その成熟に、達 す . 
るよりもはるか前に，衰え，墓についたまま無視されてしまうのだ。このような不毛の開花の一  

原因を, 私は誤った教育制度に見る。この教育は, 女挫を人間としてよりも女として考え，愛倍 

深き妻や理性的な母よりも翻 的な情婦とすることに熱心であるよぅな,' 興性によヶ讀かれた 

書物から得られたものなのだ。そじ C性の理癖は，このみせかけの忠誠によって欺かれているの 

で，現世紀の雌ある女性たちは , 少数の例外はあるが，もづと高尚な抱资をいだき，そ の 才 能 t 
と徳によって尊敬を得ねばならぬ時にも，ただ色恋を求めるだけなめ(裳。，， 

r女性の獅 J擁護」は， タレイラン- ベリゴ- ルへの献辞， 人類の諸翻と複雜な義務の考察，

性的性格の-般的觅解についての讓論，さまざまな細によって女性がおちいって い 名塗落状態に 

ついセの観察，女性を軽べつに近いあ，れみの対象としてきた输家たちに対ナる獅, 棚 の 紋  

念速想が性格に及ぼす効果，わかりやすく考察され女性の美徳としてではない镇み，良い評判のs  
要性についての性的概念によっ て損われた道徳，社会_ を張った不自然な差別から生じる描な 

効果について，親の愛情, 両親に対する義務, 国民教育に'o いて，女性の無知が生み出す愚かさの 

いくつかの例；女性の行動における革命が当然に生み出すと期待され名道徳的改善についての結論 

的省察，•という章から構成され，その主な主張は，次のようにまとめ ‘ れよう。 ,

1 . ルソーは男性本位の女子教育を唱え，外親の美，衣裳の美, 愛橋術などを重視したが，女性 

か従属的地位にあ名のは，女性が劣等だからではなく，こういう誤った教育の結果である。合 

理的な教育によっで男女は平等になるし, 男女間の体力の差でも男子と同じ訓練によつて縮ま. 1 
るのであって，本賀的な差は存在しない。 .

2‘ ごれまでの女性教育は，裁縫.など実用的な技芸習得に限られ,結果のみを教支られて理性的

に原因を検fj忖る能力か軽視されていた。これは，文明の」半を担う女性の完成も妨げるもの 

である。

3 . これまでの婦徳は，温順，忍_ であり，女性は快楽の奴隸となって虚飾を求めたが，そ れ は ：. 
卑劣と我利を生み，積極的な輝を求めがたい。妻は夫の従属物ではなく，良き母であるだ め に

は，十分な分別を持ち, 精神的な独立がなければならない。

4 . 女性の理解力，判断力を増すためには, 男女平等，共学で, 男女間の芷しい理解と友情を育’
てるための合理的な教育施設がなければならない。個人教育は公共心の養成に有密であり，寄

宿舎教育は家庭的愛情を欠いているので, この両者を結合した闺立学校をつくる。 5 歳から9 ’
歳までの幼年部は，あらゆる_ 鈒に解放され,また十分な数の教師が各栽ぼの教育要員会によ，

って選ばれる必要がある。そして子供の親が6 人箸名すれば，との委員会に対して教育上の抗

注 (36) l a .  Wollst6necraft( A  V i n d i t a t i o n  o f  t h &  R i g h t s  o f  W r n m n ,  i n  K v e r y m n f $  U b r a r y ,  p. 3.
 3 9(701) 一一
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議をすることができる。子供の虚栄を排するために制服を定め，植物，機械，物理などの実驗,

• , 屋外の遊戯，宗教, 歴史，政治学などが会話を中心に教えられる。 j)歳以上は，午前中は共学

で，午後は能力に応じて職業教育を受ける。さらに才能のあるものは高等教育へ進み, 語学，

科学，歴史学，政浯学などを共学で学ぶ。女性も男性と同じように研究を許さるべきであって，

高_ 教育を受けた女性こそ妻としても立派であり，また共学k :よって恋愛，結婚が早まあこと 

• はむしろ喜ばしい。 ,
5 , 男女同権は女性の社会的地位にまで及ばなければならない。女性は, 平等な選举権および私、 

； ‘法上の権利を持たなければなら.ない。“私は，：女性たちが，.、政治の雍議に直接参加することも

許されずに専制的に支配されるかわりに，代議士を持っべきだと本当に考えてい(3| 。》， '
6 . 女性は家庭に閉じ込められるのではなく，職業的にも独立して自由と知識も獲得しなければ 

.ならない。..裸野を.江、げなけれぼ家庭の本分も尽すごとはで.きず，■.無知のうもに禁足させられて 

いる間は，女性は，男性と快楽の奴隸となる。家庭から解放され，人権を享受しあらゆる制限 

から自由になることによって，女性は賢明にも有徳にもなる。 •
7 , 女性は，男性に扶養されるのではなく，経済的従属から解放されなければならない。下女や 

家庭教師だけでな < ，男性と同じ教育を受けることによって，女性はあらゆる職業分野に進出 

すへきである。尊敬すべき職業を女性に与えることによって，独立した女性に生活め糧を与え 

ないような政治は，その政治を構^ ；す今者の半分の幸福を念頭に匱いていない。

8 . こ〉して女性が経済的に独立し，広い規野をもって理性的に行動し，愛倩と尊敬にもとづい 

て結婚するならば，結婚に関する法律，特 fこ姦通罪は無用であって，姦通罪は，愛情のない結 

婚を合法化し，愛情にもとづく結婚を非合法化する手段である。

切女平等, 共学の合理的教育，そのための民主的な教育改革，女子の精神的独立,,そのための法 

律的および経済的自立" こうした問題提起はまさに今日のものであり/啓蒙思想ですらもルソー 

やハークの女性観が支配的であった当時においては，彼女の思想の新しざ，独創(§，大胆さは驚く 

べきものといえよう。

今ごれを，冒頭に示した女性解放思想の定義に照らしてみると，法律上の権利においては彼女は 

イギリスにおける最初の女性参政権の主張者であり，経済上の権利においては女性の経済的自立を

注(37〉 Ibid., p. 161.
(3S) ‘‘メアリは， 口ックやエルヴユシュス，西科全書派や彼女の急進的なィギリス人の友人， トマス. ディとル

ソー，そして確かにタレィランとマコ一レィ夫人に負っていたかもしれないがし一彼女め論拠の展開と適州は 

明らかに彼女出身のもの'^あり，彼女の経験から得られた。 •「女他の権利擁護j は，1 7 9 2年におぃてもち 

ろん急進的, 革命的と見られた。しかしもっとffi迪なことは，それが新しくかつ独削的であったことである。 

それは,その教義が適用されるためにほとんど1 彳丨上紀をついやしたほど_ 炎新しかった。そして後の女性解放 

論者たちが彼女たちの権利宜言を明確ヒした時に，メアリがその先駆となっていなかったょうな点は何もなか 

ったノ’ R; M, Wafdle, opt ciL, p , 157,

—  ̂ 40 (705) —
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叫んた最初の思賴家であり，教育 • 文化上の権利においても,高等教育における勇女共学ゃ直接民

主主義的な教育制度改舉の最初の提案者であり，そして結纖においても，女性の家庭からの解放

を叫び，形式的な法律を批判して自丨敏愛,論の先駆であった6 彼女の結婚も，当時としては極めて 

珍しい形態だったのである。 一

もちろん彼女の時代はまだ舍働運動も社会主義も萠芽状態であったから，女性の解放をプロレダ 

リァ階級の問題として理解するを許さず，雛の中核を中産階級の女性において認め<3| ょ5 な限界 

をもつとはいえ，また理性を強-調 し て 麵 的 ._ 的色彩が強がったとはいえ，まさにごの.書物こ . 
そが, 難革命期における女性労働力の_ 期を背景に初めて - ミ如i の手にょつて打ち鳴らャ 

れた本格的な女_ 放の魄鐘なのである。この書に対する高い評価は数多いが，ととき特に，後 

に彼女の夫となぅたゴドウィンの評価を示しておこうレ

“この書は確かに非常に大Haで独創的な作品である6 その著者が，女性の状態に関ザるル ソ 一, 
グレゴリィ _ o r y )博士，ジェィムズ • プォーダィス (James Fordyce)博士の見解を論破した 

力強い®?固たる態度は, あらゆる軸な読者に強い感銘を与えずにはおかない。 しかもこ 

の書の一部を特色づけるこの不屈な，やや男性的な気質と共に， もレミーダ （A _ d a ) ,やダイド 

■ ゥ （D id o )のあらゆる幻想と共に燃える詩人の名擊ともなった想像の豊かざと， 感情の震えるよ 

うな微妙さを見逃がすことはできないン… …「女性の権; _ 護』.は， 疑いもなく非常に不十分な 

できばんでもって，方法と配列において著しく欠陥があった。古い既成の文章構成翻丨』に ら し  

てみれば, それは人類の第- 級の作品であると主張することはできない。 しかし，その刑論の 

要挫と，それが不している卓越した精神を考えるならば，英語が続く限りこれが読まれるであろ 

うといってもあながち不当ではあるま巧ノ，

. ，VI . .ウルスト .ンク’ラーフトとゴ .ドウイ.ン . . .
' .  . . .

• . ' ■; 

a. 2 人 0 結婚

. 「女性の細擁護」は， 急進主義者たちの間には評判となったが， -般にば惡罵ど嘲笑をもって

迎えられた。当時の社会は女性解放運動の鑛的条件を全く欠• い て い た の で ， あまりにも進んだ思

' .  *   . . .  _—  — _ .      ,• -

注 卿 ら ，，で で ，級の女性に特別の注意を払う。 というのは， 彼女たちが最も自然な状歉あるょゲにみぇるか 

t f T T a^ op‘ciL,p . 5 . ウルストンクラープトにおける中産階級の女性は•ルソ广的小生座者 

か ら 麵 ざ れ ,. m 民社会において独立め人格として認められていなかったン彼女はそ 

U  r 冗 因 「を，独立の経営主体としての資格の欠如に求めないで，中座階級的徳性の喪央にある

麻 - 。/ぬ  _ “ / 緑 ，肩 “ 脑 。b y _
■ ■ ； k ■ ■, .



想の持主は，“理屈を言う蛇” とか，“ペチコートを着たむく犬”というような非難を洛びるだけだ 

ったので私る。

1 7 9 2 年，彼女はこのようなィギリスを去って， 革命の渦巻くパリベ行き, その実態を研究しで， 

「フラ.ン.ス苹命の起源と進行についての歴史的道徳的見解」（A Historical and Mofal. View of the Origin
. .パ. . . .  *

a îd Progress of the French Revolution and Effect it  has produced in Europe, 1 7 9 4 )を発表，.：そ .して',ア メ.
リ力人ィムレィ(Gilbert I m la y )と結婚， ただし彼女の方針にもとづいて> 男女の平等な関係を認 

めようとしない法律の承認を受けずに結婚した。だがその代価は高価であって，結婚の報がィギリ 

スに伝:^ るや，不法の結婚として激しい非難を浴びせられたし，その上イムレィほ,投機事業に捲 

き込まれて妻子を顧みず, ロンドンに行っても他に女をつくって彼女のもとを去ってしまった。• 
テムズ河で投身自殺まで試みた傷心の彼女を慰めたのは， ゴドウィンとの交際である。.ウルスト 

ンクラ一フトとゴドウィンは， 1 7 7 6 年に共にホクストンの地に■住んでいたのだが,運命はとの時 

2 人の出会いをここでは許さず， 2 人は別個にそれぞれの思想を形成し,ウルストングラーフトが 

イムレイとの結婚に破れてのち，初めて顔を合わせることになる。

最初の出会いは1 7 9 1年 1 1 月であって，ペインら数人が集まらて会食をした折めことである。そ
. - . .  . . .  .

の時のことを， ゴドウィンは次のように回想している6 ，

"その会見は，幸運なものではなかった。メアリと私は, たがいに不愉快に思いながら別れた。

私は彼女の「女性の権利'擁護J を読んでいなかった。私は，わずかにバークに対する彼女の反論

に眼を通していただけで，文筆を業とする者がよくやるように, 文法とその他文章の細かい2,
3 の誤りに不満を感じていた。それゆえに，私はウルストンクラーフト夫人に会いたいという好

奇心をほとんど持たず，非常な好奇心をもって会いたかったのはトマス• ペィンであった。ペィ

ンは，いつもながら口数の多い方ではなく，そこで，彼は時折いくつかの鋭いはっとするような

批評を述べたが，会話は主に私とメアリの間で交わされた。そ0 _ 果，私がペィンの考えを聞き

たい時に，実にしばしば彼女の言葉を聞いたのであった。” .
だ が 1 7 9 6 年に苒会した時には印象が異なり， ゴドウィンはすでに彼女のすぐれた旅行記「スウ 

ェーデソ；.•ノルウェイ，デンマ--■’ク便り j  .. {Letters from Sweden, Norway and Denmark, 1796) を読ん 

で感銘を深めていたし，彼女の境遇に対する同情は友情^;進み，それはやがて愛情へ，さらに熱情 

へと進屁した。 2 人の結婚観は共に革新的であって， ウルストンクラ一フトは，独立な対等者とし 

ての扔女の自由な結合の永続的蕋礎を, 性愛ではなく，真面目な,崇高な友情であるべきことを強調 

. していたのに対し，■ゴドウィンは，. . す で に 「政治的正義j i.Aii Enquiry Ckmcefning Political Jitstice, 
and its Injlumce (m General Virtue and Happiness, 1 7 9 3 )において，_夫婦の共向生活は個/^の独立を长 

す，結婚は向分の判断を欺ぐ利己心による独占である，という现fi丨で結婚制度の廃止を唱えてい

— — — -------— — —— 一~—~ —  . . ... .ノ ' * ;
注 ( 4 1 ) W .  Godwin, i m ,  1928, p. 62. …
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た。そこで^ 〕人は近ぐロ IJ居し, それぞれ著述に専念し,必要に応

みたのでもる , この結婚形式は，子供の誕生が近づくに っ れ ， その社会的影響を考慮して 1 7 9 7 年  

に正式に結婚したのちも時々続ぃて行なわれ，文通もかわされたの で • て  > 新しぃ _ な _ 形  

式として将来の結婚のあり方にも示唆を与える匕とと な ろ う 。 .

との恋愛と結婚は， ゴドウィンの思想多くの影響を与先たが,ウルストンクラーフ トに何をケ 

えたかは明らかでなぃ。彼女は , 結 婚 削 、説 「女性_ 待 丄 杨 暑 零 拿 輸 ^  M 施 ふ 0 

抑 _ 游を書ぃたのみで， 不幸にも出産に際し美しぃ死顔を残して世を射てしまったこの時 

生まれた娘が後にシェリ續となり， ジェリの詩を編集したり， 「フランケンシュタイン」 ( 細 _

— 0r 鶴 — 似，細 ) や 「最後の人」 1826) などの小説を掛ぃて父

.母譲りの才能を示すのだが， ウルストンクラ—フトは，多くの著作を予定したまま謂 

ることはな:かづたのである。 '
， ‘ 2 人の思想比較

ヴルストンク卜フトの死に至るまでの1 年とぃう短ぃ期間が， 2 人にと…
あったろう。夫が近代ァナキズム思想の祖であり，私有臟制度の批判者であるとすれげ，は 

近代女性解放史における最初の輝けるブ^ ミ.ニズムの思想家である。 2 人はそれぞれ独自に理論を 

築ぃたにもかかわらず， 2 人の間には次のような一致点があった。

L 小フル ’ ョア的思進主義。 2 人は共に啓蒙思想における人間理性の重視から出楚し，徹底し 

た自由 , 平等，精神的独立を麵した。支 配 ♦従属の基礎を,人間の先天的な賴ではなノ 

人為的な社会制度，不十分な教育，纖 に 置 き ，教育を重視し教育内容を変革しようとした:
2 * 権力否矩。 ゴト、ウィンがあらゆる権力を否定したのに対拓し,ウルストンタラーフトは特广 

男性の女性に対する権力，支配を否定した。

3 . 結罈における法律の否定aン .
~ : ~ : 一 ： —  ：     ：  . . .

_ 編 ； ⑶ 麵 3 =
し̂ 、たのみならず，舞によって経済上の独立を期しうる_ にあったため，独肖の 

了励をとり理想の鄉を阁るのに好都合な立場にあった。そしてフランス軍命による新機週も御财をっ• 
くってぃたか，新しぃ試みを，保守的なィギ‘リスで，特に性的生活め領きこおぃて行なうどと卜て^柄 

「 た。ゴドゥィンがゥルストンクラ—フ ト と の 結 : .
i s  ニ  f  ，助かなくなる0 を恐れたためとぃわれてぃるが, 森 戸 政 ，メァリがw な 世 ニ

た：f を を 細 ^ 1 ったためと考え， ともがぐ翁の _ が , _ ではなく■と友情の上に築かれ 
^ しとゾ，摘してぃ々。彼らはゴドケィ*/の 聽 に よ っ て 別 思 の 細 .を と りメアリは家庭の ®らんを翻と

( 4 3 ) 後におぃィ職知られてぃるすべ：0の_ は，G M n &  Shry, lite rs  Willim Godwin 
and Mary 画 — 枕m A  edited by R, M, Wardle, 1066, fc収録されてぃる。

“ 4) ..メアん. 'ン尤■リ.については，.Hd.on. M6oro,鳩吵加ん /如ぬ! 沒知/む"，. ..
. 43 (705) :
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• 4 , 反個人主義。普遍的.仁 愛 （universal beneVolence).'の強調》共に他人め利益のために努力を

惜しまなかった。 '
5 . 共に小生産者的性格をもっていたが，その帰結において，共に資本主義の枠を越えた。

また， 2 人の思想の間には次のような相違があった。

1 . ゴドゥィソが法律‘ 国家を全面的に否認したのに対し，ゥルストンクラーフ-トは女性の法的 

な権利拡張を求め/ また国家による国民教育制度を提唱した。

2 . ゴドゥィソの理性方能論に対して, ゥルストソクラーフトは，感情の要素，家庭的な情愛の

, ，IS要-性を強調した。 .
3 . ゴドゥィソが宗教を圧制の一形態として否定したのに対し，ゥルストンクラ— フトは信仰を

捨てなかった。

4 . ゴ.ドゥィンめ体系においては女性解放とい.う視点が不明確であり， ゥルスト.ン.クラ..一フトに， 

おいては国家と財產制度に対する本質的な批判がない。

«■ 5 . ゴドゥィンが功利主義者であったのに対し， ゥルストンクラ一フトは自然法的な人権思想を

固執した。

こうした相違はもちろん決定的なものではなく， 2 人の出会い以後，彼らの間には厳しい討論が 

かわされ，相互の尊敬を愛情の基礎として2 人は結婚したものと思われる。ゴ F、ゥィンがゥルスト 

ンクラーフトに与えた影響は不明であるが, 彼女がゴドゥインに及ぼした最も大きな影響は，彼に 

人問の感情，家庭的な情愛の重要性を教えたことであった。ゴドゥィンは人間の理性の力を過信し 

て，理性の影のような人間像，社会像をこしらえていたが，彼女の影響によって，人間把握におけ 

る感情の喪索が少しずっ加わ’っ 彼 の 主 著 「政治的正義」 には•血が通い始め， 1798年の第3 版 

に付した “諸原理の要約” では感情の意義が重視されているし，1799年に書いた小説「セント • 
レオン」 (St. Leon)では，家庭の愛情が特に強調されている。「政治的正義」が結婚後に書かれたと 

したら，おそらくその論調はかなり変わったものとなったであろう。

c. 「思い出j と 「遗稿集」の出版

ウルストンクラーフト女失って，ゴドウィンの悲嘆は想像するにあまりある。親友ホルクロフト 

(Thomas Ilolcroft)に“私は二度と幸福になることはあり得ない” と書き送ったように， 彼女の死は 

ゴドゥィンの生涯© 下降点を意味した。 傷心の身には， さらに反動の嵐が吹きすさんだ。 1793 年 

にイギリスは革命フランスに対して宣戦穹布锃し，急進主義的な思想や運動に対して弾庄を強化， 

「政治的正義J を発表して“名声という大空の太陽として輝いた” ゴドゥィンも，激しい批難攻搫に

___ ；___   :--- ------- — t-~----------- . . . .
注(45) ‘•彼女の趣味は私をH覚めさせた。彼女の感受性は，私の感淸を注意深く発肢させるよう私に決心させた。

..彼女は由'然の美■しさ’に向かっゼ心を開くことを嵙ぴ，このような傾向は，私が出然の类しさをも.っと親しくじ• 

っくりと眺めるようにうながしたノ，W .  Godwin, o於 说 .，D . 13么 •

(46) W. Hazlitt, The Spirit of the Age, a Contekpory Portrait, 1825, pp. 29.:神丧訳.34 ペイジ。

一 —* 44 (.706) • *

.さ ら れ ，やかて支配階級の理g命的武器であるマ ル サ ス の 「人 t i c i原理」 (An E陶 on the Principle ! 

(Population， 1 7 9 8 ) の出現によって，忘却の流砂に埋められてしまった。その転換を，；L 7 9 7 年に次 

のように記している。 ' ' ' ’
.ほ.と..んと赏讚の户ぱかりを..4 年間聞いた後に，と..うと.う私はすべての方面か.ら攻撃された。

全く中黡や礼節というものを無 視 し た やり方で……。攻撃の叫びは伝染病のように広 が っ た 。 つ . 
まらぬ小,说でも，新しい哲学に対する嫌悪と非難を含まないならば，’寄宿学校において喜ばれな 

いと聞かされた。，’ _
“急進的な協会は滅びたか， または骸骨のようにやせ細ってしまづ た。 民主主義の演説に明げ 

暮れたのは，もう昔のことである。居酒屋の空腹な労働者すらも，貴族政治の擁護者となってし ， 

まった。ジ十コバs ズムは打倒され, 号の政党は撲滅された。その教義は, ほとんど一般的な不 ‘ 
人気と堉悪の中に^ )み込まれた。それは，大英帝国の島に鞞けるいかなる階級からも,見放され 

て し ま っ た の で あ 入 . '  '
C してコトケィ ノは，1798 年には，「思い出」 {Memoirs, o f the Author of a Vindication of the Rights 

of \Y on ian )と 「遺稿集」 (Posthumous Works of the Author o f a Vindication o f the Rights of Woman) oy 
2 冊を刊行して亡妻の缚憶の資とした; ^ これはさらに個人的な非難を招ぐ結果となった。初 め は . 
ィ士.レィの夫人であり後にゴドゥィ以再婚したような女や対する讚辞として , こ れ は 世 人 の 麵 ， 

を巧った。ホ ゥ ル (R. R. H a l l )はその有名圈教において，. ゴドゥィンの結婚観と普遍的仁愛の..
説を攻撃し，その追憶文を “みギらな色事の話，，(a narrative of h i s licentious am oyra)に 十 ぎ な い と .‘ 
ののしり， 堕落や不行跡を見た時には， “こんなことができる者がゴドゥイン以外にも居ようとば‘

(Do Q u in c y )は，

“ィギリスの大衆は， ゴ ドウィンを， 唆 威 か , 血も涙もない吸血鬼か, ま た は フ y ン ケ ン シ ュ タ

イイによって倉y り出された怪物のように忌み怖れた，，と書いてい^  ]
. . , • ■ , . .. ■ .. *0 --1

〒のょぅな状態て, っでこ力、ら，デドゥィンがゥルストンクラ- フトの「思い出」を発表したこと ’ ’ 
は, 非常な愛情と與気の雌と考えるべきであろう。この書の麵に序文を書いたマ^  (John.  |
d-eton M u r r y )が言づように, この書は “箄 1 にまれな才能と勇気と美貌をもぅー人の女性の生涯 | 
について心の奥底まで触れた物語り” であり， “第 2 に一人の非凡な雑の著作 ” で ^！という点 

で非常に興味深し、。 人はそれぞれの分野で先駆的な理論家であづたというばかりでなく， ゥ ル ス  

トンクノーブトは齒分め寧'想に忠声に荐難の遣を歩み， ゴドゥィンもま/こ，逆境にもめげず，ぬ分 

の良iM is忠炎に， しかもぎ者としての冷静さを失わずに「思い出j をつづった。 “ゴ ド ウ ィ ン は 賢 I  

明にも，_ 女め伝記匕おいてメアリを弁誰しなかった。そ€ ■かわりに: 彼はg 分の知ハれ、̂ ふ  

主(47) H. N‘ Brailaford, Shelley, Godwin and their Circle, 1913, pp. 156-7 I

: M ‘ 一 ▲ 一 '
. ：|
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や，彼女の箸作や, ヒ ュ ー ，スキ一ズ (Hugh S k e y s )やジョウジブ •ジ ョ ン ス 'ノ (Joseph Johnson)(50)
めような友人から与えられた知識からできるかぎり正確な彼女の伝記をつくった。” その正確さ, 
公〒*さ，男らしさ，英気，. 愛情などは当時も識者に高く評価され，数力月後にはややf r 正をほどと 

した笫2 版が現われ，続いてアメリ力版やドイツ語訳，ラダンス語訳も現われて，ウルスト.ンクラ

一 .フト研究払とって重要な莲礎資料となづている。
; ... - . - .
■ ： ■ ■ . . へ  . . .  . . . . . ..

v n ウルストンクラーフト以後の女性解放思想
-• ■ ....，. . .  一，. .  . , - ~■■■■■.；• •：- . ■ • ■
a» ウル久トンクラ一フ卜の影響

ウルストンクラュフトのr女性のf t 利擁護」は，数版を重ねたにもかかわらず，一般に読まれる 

'ことは少ながったL , I Q 丨紗己の女f e解戚連動の指導者たちぼ，あまり铍女のことを知らなかったよ 

うである。これは，彼女の思想の特異性と，被女を知る人たちが，彼女の意義を正当に評価するよ 

りはその結婚生活に反感をもっていたどとにもよるであろう。 ウルストンクラ一フトの研究も，キ 

- ガン • ポ “ ル （Ke咖 P a u l )め 「ウ ィ リ ア ム • ゴドウィン， 彼の友人と同時代人たち」 （廳 嫌
■ •. . 圓： .. . .. ^

^Godwin'. His Friends and Cmtemporaries, 1 8 7 6 )と ペ ネ ル （Elizabeth Robins Pennell). め 「メ ア リ • ウ- 
ルス  トシクラーツ卜の生涯」 (Life of M ary Wollstonecraft .Godwin, 1 8 8 5 )によってようやく■本格化 す : 
る程度であった。J . S . ミルの女性解放論匕も， 被女のことは触れられていない《 「女性の権利擁 

M j は， 1 9 2 9 牵にミルの广女性の_ 従」と共に，1 冊となっでェヴリマン文庫め中におさめられて, 
初めてやや正当なる地位を得たかのこ*とくであ？)。彼女が与えた最も大きな影響は後に述べるトム■ : ；, ： . . (521-
スンに対しセであり， また女性教育の先駆者たちにはある程度知られていた。

b. J . ベンザム •
. ■ . . .  -

こ の よ うにウルストンクラ一フトの直接の影響は少なかったとはいえ，産業革命の進展と共に女 

姓の社会的進出は盛んとなり，労働運動，社会運動の中で，女性解放の気運が盛んとなった。ウル

.，注.(50) R. M. Wardle, op. cit., p. 314.
へ ( 5 1 ) “1 9 世紀の終りは，新しい思想，特に女性についての新しし、思想にとって具合の惡い時期であった。とのよ 

うな_ は, 十分教養があり同時に不満を抱ぐ女性の問にのみ賛意をJ iいだしえたが，とのような性格の結合は 

. ほとんど存在しなかった。教養のある人は满见し，忙しい人は読むひまがなかった。このようなどぎっい書名 

を持ち，このような女性によって書かれ，このような新奇な理論を説く报物が，富と余暇と彤臀力を持っ女性 

の 9 割によってなぜ排斥されたかは容易に理解される。” W. Lyon Blease, The E>mancipatim of English 
Women, 1910, p. 83.

<52) 女性教齊に'?いては，啓亂W想の子たちがメアリ•ウルストンクラーフトを読んだり引用していた時代に

おいて，指_ 的な‘® 主主義者たちは黙っていなかったし，怠慢でもなかった，ボズトンのWilliam B o y dは
I796印. 4 月I9 m こハーヴァド大学教会でWomanと題する俾の詩を説んだ。この詩はルアリ♦ウルスドシク 

ラ™ツトを_ え，彼女の女性の権利擁護を始認した。” Eugene _Pciry Link, Democratic-Re^tbliean Societies, 
1790-1800, 1965, p. 171.
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ストンクフ一ブトは，その実際上の指導者ミはなかったがン:後め解放思想の技とん どす べ て を す で  

'に墀示し;Cいたことは，すでに見たところである。

タ ス ト V クラフト以後め女性解放思賴は，功利ま義系と社会主義糸めニっに大きぐわけるこ、 ; 
々かできる。. 目u者は，啓蒙思想の直接の帰結と .して，男女や平等,:それにもとづく快楽の平等とぃ着  

う点から女性の形式的な平等を求めバ後者は，ブルジョア的解放が実質的解放とはならなぃことを：|  
見通して，_ の廃止, 階級社会の靡止, 体制変革によって真の女性解放をめざす。功 利 主 義 系 が V 養 

ブ ル ジ あ り ，法会主義系がブロレタ. ア的思想と友ることば言うまセもなぃ。

部 !J主義系列の女性相放思耀は，すでにドルバックと,ェルヴェシュスにおぃそそめ第i 歩が見ら 

.れたか, ィギリスではベンザ人（知 _ 如 贱 屯 侧 —蝴 が そ め _ をつぐづた。ずなわち，最 墨  

大多数の最大幸福を実現する政府が最も望まじく, そのためには, 最大多_ 意志が反映されるよ _  
ケな政治制度，っまり灰性も含め1て 1 人 1 票の普通扉を行なうべきだと主張したのである。ペン 

サムル場合，家庭内にもって_ 力で私有財産を獲得する男性の支赚が v 、せ•ん認もられてぃた が •
法律的には，女性参政権が提起された。.’ '

^  U ノ レ . . . ノ: .へ.ご::項

た力’ ンすムによる女性参政権の辑起は，その弟子であるJ • ミルCiam e8卿 ，1773-1836) にお 

' 、て大きく後退した。彼は， r大卖百科辞典」 Êncyelovaedia B ritan ica) の補巻として書ぃた「政 治 ゲ 

，論j  抓，扔勒におぃて，’功利主義の立場から政治の讀形態士考察，そ の 過 程 で 女 性 参 政 権 ，

をとりあげ，構成員全体が政治に参加しうるよぅな制度が望ましぃと言ぃっっも，女性の利益は$
性によって代，され令として女性を選挙資格者から除くことを考 え た 。 彼は，-索年齢までの子供

の利益は藤の利益に含まれ , 女性の利益は父親か夫で、ある男性の利益に含まれるど主張したので

灰る，：. ' " ; . . . . . .• . . . .  ■ ミ::
こうしてミルに斜、では，女性は子供と同じように被保護者で毛り独立した刹益を認める必要が 

なぃとぃう観点を強く出すのであるが? 彼は同時に無用な選挙権を排除するためとして臟による 

資格制限を：も生張する。結局ミルは, 功利主義を基礎に民主政治制度を説きながらも，賢明で、有徳 

なブルジョ7 ジ- をそ.の中心にすえ,社会め無用または危険な層を切り捨てるとぃう階級利益を露 

' 骨に示したものであって，功利主義のもつ急進的性格を修正したものとぃえよう。 ’
d. W . 卜ムスン

J . 、ルの女性参政権否認は賛杏両論をまき起こしたが,その批判におぃて重要なのは呢.トム 

ス ン (Wi出am Thdnlpson，1 7 75 -1833 )であった。

(53)トムスノは， リカートウ振社会主義者の一人で，ベンサム, ゴドウィン，やがては才ウエンに傾 

色 J 由で自絡的な穷働と赛換，_ よび 全 娜 磁 益 觸 を 細 し っ っ ，ォウネ，ン 胸 麵 組 合 社会

注(53) M スノと才クュンの_ にっぃては，. 拙著 rウィリアム• ギドウィシ研究』觸 电 她 ぺ ィ 么
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を楛想，資産をオウエン:主義の宣伝に投じ，労働運動にも大きな影響を与えた。従って彼の女性解 

放思想は，社会主義糸と功利主義系の交点に位置するが,オウエン的協同社会において男女の平等 

が违背られると説いた意味において，本質的に社会主義系に属し，かつその出発点をなしている*
彼はクルストンクラーフトの影響を受けているようであって，「人類の半数である女性の訴え」 

(A ppeal o f  One H a lf  m  Human Race, Women, agdinsl the Pretensions o f  the Other H alf, Men, to retain  
them in P oetical, and thence in C iv il dnd Domestic, S la very , in R eply  to a  Paragraph o f Mr. M ill's 
celebrated u A rtic le  on Govermnent,,, I825) を書いた動機は，“ウルストンクラーブト夫人の業績をみず 

から 9 社会改良論の一環どして体系的に摂取しつつ， 反商， J . ミルの女性蔑視に一矢を報いる点 

にあっ存。ちなみに_ 書は開巻劈頭， アンナ . クイ一ラニ夫人への紹介状に始まるが，そこで本書 

の成立が彼女との討論と助力とに負っていると述べられているように，その内容には彼女の意見が 

かなり採りいれられているであろうと思われ， トムスンは彼女を通じてか， またはみずがらすでに 

ウノレストンクラーフト夫人の著作を読んでいた:かして處女の主張を知っていナ巧，ウイ一ラ ー（Ahna 
WheeleiO夫人は， フランスに行 ってフリエやサン ~ シモ ン主義者たちの思想を学んでとれをイギリ 

スへ伝え， トムスンとの討論によってこの書の成立に大きな貢献をしたよ - うであって，彼がウルス 

トソ クラ十フトやウイ一ラーのようなすぐれた女性を知っていたことが，彼をして女性解放か主.張 

せしめたのであうう。

卜ムスンは，舆女の利益が一致している時ですらも，夫や父親のいない女性の利益は代弁されな 

いし，娘の利益はむしろ母親によって代表 •される， とミルに批判を加える。そして政治的権利が男 ' 
性に与えられた場合と女性に与えられた場合を比較し，法律はすべての人によづて共鳴されなけれ 

ばならないから , 弱者である女性の方がむしろ立法者として適しているとまで主張している。

トムスンはこのように極端なかたちで女性の参政権を主張したが,彼の真価はそれにとどまるも 

のではなかった。 “現行社会制度” （= 個人競命制度)のもとにおいていかに男女の権利が平等となっ 

ても , 女性は腕力の弱さと出産 • 育児のために時間を割かねばならないという必要から，女性は男 

性と平等な幸福を得ることはできない , 不平等な力は不平等な結果をもたらすにちがいない， とい 

うことを見と.おし，女性の真の解放のたやにも，協同組合社会の速設を叫んがのである。. 彼の場合 /  
は，もちろんまだ資本主義およびその中における女性の地位についての全面的な分析はないし,社会 

の根本的な体制変苹，階級としての解放という視点は不十分セ，協冋組合社会も小虫產者的所有に 

もとづくものではあった。 しかし錄は，.雄に法律的独立だけではなく女性の経済的独立を叫んだウ 

ルストンクラ ーフトの問題提起を受けて， これに新社会の建設をもって応え，後のベーベルらの本 

格的な社会虫義者による女性解放思想への橘渡レ女行なったこと，および協同組合社会という明確

注(⑷鎌丨丨』武治 >：古典経済学と初期社会主義」/ 舰 8 年, 2 4 1ペイジ。Cf. W. Thompson, Appeal of One H alfjhe 
IhirMn Race, Wonwh 1825, p. vii.
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馨ぷ緣パ ぶ々.J s v沿な.⑴は

女性解放思想史上におけるメアリ*ウルスKッグ弓一ラK
なプログラムを掲げて現実の女性解放運動に大きな力を与たことにおいて , 大き.•な意味を持った々

e . 空想保)社会主義者たち

’ トムスンか^ ;ウキ 'ノ主義者であることにも見られるように，デ般に社会主義者は女性解放に秸植 

的な態度耷もち， しかも資本主義内部における形式的な解放め限界を見破づヤ，体制変革にょづて 

実質的に解放を達成しょうとしていた。 _
いわゆる三大空想社会主義者の中で女性解放に直接論及したのは，生 涯 独 身 で 猫 と 花 を 愛 し た フ ： 

リ- (Fran5ois-Marie-Charles F ourier,1竹2卡 3 ? ) であった。彼 は 「四運動の理論」（施 — 如 gm tre 
mmements, i m ) において，男女関係のブルジ3 7：的形式とブルジヨア社会における女性の地位を 

批判し 社会の進歩は女性の解放に比例し女性の権利の班大はあらゆる社会進步の一般原則である • 

と述ぺて，ェンゲルス*の賞讚を得ている。フリエは理想社会プブラV ジュをつくることによっ て， ’

家族制度と経済的不平等の重伍から女性を解放し，女性の.情念を解放しょうとしたのであった。- .   : .,  …
スクール夫人（Madame de S M ) の歓心を求めるために「ジュネーヴ住民の手紙」パ(LW作 れ „ 

habitant de G en eve ,挪 3) を書いたサイニンモソ. (Saint-Simon) は女性解放一般については何も述べな 

かったけれども，彼の後継者であるサン- シモシ主義者たちは華やかに活動し, 1 9世 紀 の 女 性 解 放 . 
史をいろどった9 アンフアンタソ (B, P. E nflntin)は, フリュの影響も受げて旧来の家族制度を攻擊，

恋愛の自由，愛情にもとづく結婚を主張したふサンド (George S a n d )は, ショパン， リスト， ミ 

ュッセなどを相手に诌由恋愛を実践 , そして V V スタン (Flora Tristan) I t , 女 子 労 働 者 の 教 育 を 行 .
なし、，女性0 社会的，経済的解放のために闘った。彼女は，贫しい放浪の生活から，小説で有名と 

なり，マルクスに先立って労働者の国際的な団結を説いた「労働者の団結」 (Union ouvrUre, 1843)を ' ‘ 
書き，社会主義を広めるためg 迫害されつつも各地を旅行, チャーチスト運動にも関心を示し，ボ 

ルドーで病死した。 ウルネトンクラー7 トとの直接つながりは何もないであろうが,輿性ではな

くみずから女性の思想象で苦難の実践者という点では，ヴルストンクラーフトをゎぐものであ九
• . . ： - ■ ■

しかも女性として最初0 社会主義理論家であり，. 連動の指導渚であり，女性の経済的独立を労働者 

階級の問題としてとらえて，ウルストンクラーフトからさらに一雄を雄めたのであ(|8)。

R，才ウェン. （Robert O w o h )は直接女性解放を主張しなかったけれども, 彼は性格形成原；®!から

. . . .  . . . . . . . - ~ 一. . , .... ...-ノ : . . ； : . ノ . . . * ；
注(55) ‘‘ トA スンとウイーラー夫人の著作は，社会主義の宣伝に動かされて協同組合運動をつくることに熱心で‘

った女性たちの®興な部分において, 特{■こ，ょり充实しfc生活を汆める消f在的な活動を具体化+ るのに深い影_  . |
力を持った。，，Richard K .U an k lu irst，耶 ぬ 饥  (1775-1833), Britain*s Pioneer Socialist, Feminnt, ,  I
and Cooprai07t, 1954, p. 96.

(56) F. Bngeh, Die lihitmckhtng des Sozialismm von der Utopie Wi^enschaft;1部2,大内共龠訳 42 ペイジ。

( 5 7 ) サン- シモン主義者の女性解放思想の特徴については, 水ffl珠枝 「女性解放,酿丨の形成過®— 功利企義か 
ら社会主義へ^—ム彳思想j 1968年3 U 号参{!!

( 5 8 ) トリスタンについてはト1本におけ；6研览がほとんどないので, Juies七 Pucch, La Vie H Vmre de Flofa
19^5. G.D.H, Cole, Sdcialist Thoit^ht, thd T^ermnen, 17B9-1850, 1953, Chap. XVIL.Vな,どを参照“ . J
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思塑圭^ : おけるメアリ.ウルズトンクニーフト

して教育を重要視し， また5 年間の努力ののち聊年{■こ女性と児童労働の制限に関する最初の工 

場法を通過させ，“ィギリスにぉいて労働者の利益のために行なわれていた一切の社会運動，一切の 

現 刺 應 ^ は, すへてォヴュンの名加に結びついている” といゎれるょうに，彼 の 思 想 と 雛 獅  

はィギリスの女性解放麵 ;に大きな力を与えている。特に彼は，名声を失うのを覚悟して，博愛家 

から共産主義者に進み，.社会改造の三大障害と.して，私有財產 と宗教と結婚形態を攻擊した。

才ウェンの攻撃は，「新道徳世界の書」_  B-  of. —  MoraX World, Part i, 1836; Parts II and 
U1,l842： PartSlV-VII>腿 ) にまとめられるが, 「旧不道徳世界の龜棘ょる結婚」

°f t k e が — 好 も 0 ! d れ卿が肌バぐ如 5) においてすでに現われていた。 これは> 結婚にお 

けるあらゆる宗教的_ 礎を，理性の発展と雛会秩序の確立にとって決定的な障害であるとして激 

しく非做したもので，才ウェンはあらゆる結婚を宗教から解放し，純粋な民觀約にしょうと し た  

のである。彼q 論敵は，神をけがし性的非道徳を擁護するものとして彼を排擊し，彼 は 「新道徳世 

坪の結婚制度丄(煸 '— S y s tm o /th e m to  Moral W orld ,細で,.被の意見をざらに明らがにした 

才 '  ェノの新しい結婚観は， 来のブルジョァ的細 _ 翻 , 私有廳制度批判,家族制度批判 

と結婚の自由の主張という面で，女性解放思想に貢献したのである。

t J . s . ミ ル  .

実際の女性解放運動に最も大きな影響を与えた思想家といえば， ウルストンクラ— フ トでもトム 

スンでもなく’ J . ミルの子 J. S . ミルであろ5 。 ミルは有名な早期教育を受けたのち，ティラ—
. (Harriet Tailor)夫人に出会い，稀に見る美貌と知性と情熱に傾倒，めちに結婚して，2 人は共に考え， 

：M  A  C , ハ に 〒 、た。その結果のマつか「女性の隸従」 (77ie Subjection of Women, 1 8 6 9 )であって， 

とれは2 人の共通の精神を内容とし，夫人の死をいたんで書かれたものである。

このHIでミルは, 一つの性が他の性に_ 的に瓶することはそれ自身誤りであり，それが人間 

_ の主要:な障霜の- つであること，そ 鄉 完全な平等にょって置き換えられるべきことを主張す 

る。_ 女性の隸厲を本能から正当とする風潮に対し, ミルは理性にょっ^
は各人の肉山の拡張であり，女性に嫌律上の権判，職業選択の掛由を許さねばならず，女性の社  

会的能力が増大すれば, 女性はさらに立派な人商となって，:人間全体の利益に貢献するであろうと . 

考X■た。だがミナの場合には，鮮法改正など社会運動の進展を背景に父 J . ミルょり獅してい 

るものの，猜極的な主張は法律上の平等ぉょび_ にとどまる。彼は女性の家庭からの解放には消 

極的であり, 性の臟は問題とならず，労働者階級の女性の状爐を主贺な対象とするこどなノ経 

係とは細係に制度上の改本 t 行なぉうとするものであった。この書が女性の参政拖運( | )
注 (59) F. Engels, a... a. 0 .,.大内訳 48 ペイジパ

' Z o s T d T ^ T ^ ， しく は ん  L‘ M 0 r t 0 n ，恤  _  - 肠  of _ 細 ，1962.P P 161-
如 、 f  J  ,  m  U f e  0f RdbeH 0 _ <  伽 5, 卯 . 296-298. . ，PP W

。抓 J. ルは代議士どなって女性参政拖を财したが， ミルの学識と人歡もかかゎらず，73 票

じ 私 v i v 似 ぶ 獅 滅 從 卿 坪 _ 概 柳 敬 ， . 编 ‘a琳 沒 概 石 深 游 秘 ^ — 猫 访 猫 游 爾 獅 ^ ^

女 挫 解 放 思 想 史 上 に ;teけ 名 メ  T V • ウ ル ス ト ン ク ラ

本格的開始を画するものであり，その大きな意義を否定しえないにもかかわらず,またミルの设 

心的意因を評価するにもかかわらず , ミルは人間の本来的平等性という観念を失 .やはりブルジ 

ョァ的で限界を強く东していたというべきであろう。

' '; ■1 ■
v i n む す び  . >

. . . . .  . . . .  . . . ■■  . ，

女性解放思想は，以後イプセン (IL I b s e n ) ,主レン • ケ イ (Ellbn K e y ) ,チェルヌイシ i ブスキイ 

(Nikolai C hernyshevsk ii),ベ ー ベ ル (A. B e b e l ) , a  ロ ン タ イ (Alexandra K ollon ta i)など，冬 く の文学 

者，哲学者，政治家，革命家などの手にわたり，今日に至っている。女性の解放は，現実の迎_の 

進ふと共に思想においても深化され， ことにべ一べル以後はそれが社会主義と結びついて， i ) iに個 

人の自裳や教育の問題ではなく，それが社会体制と密接な関連を持つものとL て一般に理解される 

，ようになった。 '
それではこうした長い女性解放思想史において， ウルストシクラーフトはどのよう:な位丨没か 占め 

，るのか？ 西び冒頭め定義にもどると，法律上め権利に関しては，彼女はオラ、ノプ • ドゥ• グージ 

ュにやや遅れるもののイギリスにおいては最も早く女性参政権を主張し，経済上の権利要求.もおそ 

'らく最初の提起者であった。教育 •文化上の権利については,文化の創造に参加したような女性はか 

代からあるものの，高等教育?こおける共学の提唱はやはり彼女が最も早いようである。冬してH fljな 

.結婚 • 離婚の権利も，たとえばミルトン（John M ilto n )の 「離婚論」 (The Doc^hw m d Disco iv le o f  
Divorse, 1 6 4 3 )のような部分的なものを別にすれ’ば， それを理論づけたものは彼女以前には少な.か . 
-ったと思われる。

そうしてみると， ウルストンクラ一フトはやばり.女性解放思想の体系的樹立者という地位を確保 

■するものだが，さらに彼女において重要なことは，こうしたさまざまな面が綜合されていたことで

文才194 M の 大 差 で 破 れ た 。 た か そ の 後 運 動 は 碰 ん と な っ て ^ 1869年 に は ffjf町 村 の 行 政 に お い て 独 々 女 性 に 選 '举  

権 が 与 え ら れ ， 绾一次大 戦 後 の 1£)18年 に 参 政 棉 が 夹 现 ， 1919年 に は 最 初 の 女 性 代 識 士 が 突 现 し て い る 。 ま た  

1 8 7 0 年 に は 妻 の 収 入 に 対 す る 独 立 権 が 認 め ら れ ， 1 8 6 7 年 に は 大 学 教 育 へ の 道 が 關 か れ ， 7 6 年 に は 女 弦 の 即 . 
業 が 可 能 と な っ た 。 . .、

:注（62) “功利原现によって扔女平等の制度を主張したミルのを検討してみるとt たしかに见女闼係の正敦を第 

—の根拠としているが，女性の精祌的能力の発展を第二の稂拠としており，っいで女性の能力の発展結來を帘 

三の根拠としている。そこで，ミルが熟練炎働者と未熟練労働渚の間に俊劣の区別をしたとおなじように，ミ 

ルの考え力には右能な女性と無能な女性の区別があり• ミルは有能な女性にっいておもに切女め不平等という 

制度の裨恶を論じたように思われる，というのは，切女平等を擁證する議論のなかで，がれは女性であればだ 

れでも辟Iffすべきだ, . .とは論じていないからである。むし6 女性は独創力.をもっかど、う,か，女挫が哲•学, 科学， 

装術，文学, 啻楽，作丨1丨丨，絵_ の領域で一流となれるかどうかという議論を展開している。そこで，ミルがリj 
性の史配から解放させたいと轺んだ女性は，女性すベてとい）わけでなぐ，おもに, 衍学，科学/装術におい 

■て俊れた能力を発邶できる索質をもつ女性であった。，，小 枭 仰 「ミル」，. 麻 , 1 22- 12 3 べイジ

— 51(713) —
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ある。彼女以後においては，たとえば_ 由恋愛め主張者は参政権ビは関心がなく，文化上め権利を 

逍う女性は経済上の権利に無関心で、あるなど，分裂が激しぐなった。山 S . ミルは参政権を主張し， 

トリスタンは労働者教育を求め，サンドは自由恋愛にと間題を限ってしまったのを見る時，.ウル人 

トンクテ ー フ 問題提起はいかに大きかったことH  …
そして最後に，彼女が自身女性で、あり，先駆者として試練の道をみずから全体的に蚩んだとい， 

ことが，やはり大きな意味を持つであろう。教育の重視や抽象的な乎等性の主張は彼女以前にも見 

られたけれども，その多くは男性の立場からする同情か実用的な皮妻賢母车義ヤあって，これだげ 

の包括的な問題を女性の立場から提起したものはなかった。被女以後の女性解放思想家は,サンド 

や ..卜..リ.スタン'ゃェレン. • .ヶイを除けばほとんどが男性であ.つ て，，ウルス;丨、ンクラ一フトの理想は,
いまなおその実現を見ていないのである。 .

■ ■ ' ■ ： . *
■ r r , . i . . . . . . .

〔追記〕 ゴドウイシによる彼女の「思い出」の拙訳M近く未来社から出版される予定なのセ'，彼女や伝： 

記について詳しくは同書を参照されたい。■

,主(63). T 女性の秘利擁護j には，その後の女性解放運動のなかで主張された.ほと.ん.と•すべての丨丨g題力n 兮 化 ：ち: 
細のかたちではあるが_ されている。姐 に お け る 筒 の 廳 鱗 ，遍 _ 猶亦としての自も■会 

的偏見の除去，法の前の乎等，婚姻における不平等の餘去,職業選 _ 勘 ，_ 的时ン政治的 _ j の好 ̂
障，雜保獲の要求等は , その後の歴史がおおくの障餅こぶつがりながらかちとっていった,' またい含っつあ 

る剛なのである。との本は，こうした酿をすべてびろいあげたという匕とセ高く評伽されると同時にそ 

れらの問勉•を，相五に対立させることなく，女性解放というひとつの方尚にむかづて解決しょうとしてい’ると 

ころに，おおきな特微があるといえょう。…‘.•解放獅を指傅した雄のおおくが , 0職の一而だけを強調す 

る倾阿があったのにたいしクルストングラフトは， とにかくさまざまな麵をもろた女性解放の瞧全体 . 
を, . .ー莩丨•-兄服し上..うと努力したのだった。. ”水U丨珠枝「メ:アリウルスト .ン.ク.V フH こおけ;^如姓！•感情 

r社会科学論集 j 飽 号 ，職 丨4 1 尔 6 JJ, 6 4 - 6 5ぺィジン ダ ‘ ‘
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初 期 マ ル ク ス に お け る 貨 幣 の 批 判

—— 宗教批判から経済学批判へ——  '
'パ.… . . . . ' : へ .. . . 1 .... . . . . . . . ‘ . ：

野 地 洋 行

ン . ：. ... 厂 .. .ン ぐパ

7 T . : ' ■ . . . .. : : ■ . :
1 , rユダヤ人問題によせて」における貨幣の批判 

(1) マルクスの方法

⑵- 宗教批判と社会批判*
• ⑶貨幣批判  _

2, r経済学丄亩 ― 手稿」）こおける貨幣の批判

’ ( 1 ) マルクX の方法 '
ワ ( 2 ) 分案と交換の批判 .

⑶ 貨 幣 批 判
• 圓へ •

<

序

」. ' .

‘ ' . しのづ、論は，貨幣論としての食幣論，経済理論のー倘成部分としての貨幣論をとりあっかうも.の 

ではない。.経済子批判要綱（以下,「要娴j とょぶ）における第一•の驻礎概念が「貨幣」であり，.この 

(「貨, の中にマルクスは咖匕され丨外化されそ それ向体の論理をもっにいたった人問の社会的関 

係を.•みたとすれば，われわれはで貨幣」.論を，取に，容観性のカテゴリーとしての経济学と.してだ 

けではなく，一個の社会観，人間と人間との関係に関す令哲学的認識どしても现解することができ 

る。そしてこの人間と人間の, 係， この人間なるもの，ありうる，ないしあるべき人問，これこそ 

若きマルクスがその著作を通じて一貫して追い求やてきたものであった, だが.また人は出然にもい 

•うだろう。マルクスの経済学，そしてそもそも唯物史観なるものは, がかる人間生義的立場ゃ，理
,  . . . : _  _ _  ' .- ン . . ぐ . '  . . .
洋 ( 1 ) 「たがい f c無関心な個人の相互的かつ全面的な依存性が，彼らの社会的関迹を形成する。 との社会的関迪は 

- 交換価値において规われている《 “ ‘…個人は一般的な生座物ー來換価値を，すなわちこのそれ ! ^身孤立化され,.個

体化されたも.の，零?^を生産しなければならない'   沾•動の社会的性格は/ 生座物の社会的形態，.生淹ベの舳

人の参与 i 同じく，ここでは個人に対立する無稼のもの，物的なものとして现われる。つまり，個人が相互に関係 

する行為（细 V erlm lten )としてではなく，個人に依苻するととなく栉在し，たがいに無関心な個人の衝突から 

虫じる諸関係（V ei^ ltn isse) のもとへの個人の從厲化として現われる。.ベ…その相;ffi的な関迚は,彼ら相互には無 

緑で，独立に，一鋼© 水物として3ホれる•交換細値において，人問の社会的閲係は^:物の社会的な関係作州に転 

化し，人格的な力能は物的なそれに転化.している。j K. Marx： Grundrisso der Krltlk tier politischeh Okonomic. 
<Rohentwurf) 1857—1858, Anhatig. 1850—1859, Dietz Vcrlag, Berlin, 1953‘ S‘ 7 5 .制：第— 分丨丨丨丨, 7 8  夏》
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